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テ
ッ
く
ん
の
電
力
自
由
化
Ｑ
＆
Ａ Sum
m
er 2016

使
用
済
み
太
陽
光
パ
ネ
ル 

処
理
方
針

　

経
済
産
業
省
は
２
０
１
６

年
４
月
、
２
０
３
０
年
の
望

ま
し
い
電
源
構
成
（
ベ
ス
ト

ミ
ッ
ク
ス
）
を
達
成
す
る
た

め
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
新
戦

略
」
を
決
定
し
た
。
昨
年
７

月
に
策
定
し
た
長
期
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
給
見
通
し
の
実
現
を

目
的
と
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
は
再
生
可
能
エ
ネ

の
中
の
取
り
組
み
の
一
つ
に

Virtual Power Plants

（
Ｖ

Ｐ
Ｐ
）
技
術
の
活
用
が
挙
げ

ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
２

０
１
６
年
度
の
経
済
産
業
省

の
概
算
要
求
に
「
バ
ー
チ
ャ

ル
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
ト
に
関
す

る
実
証
事
業
」
の
案
件
が
あ

り
、
こ
の
実
証
に
よ
っ
て
Ｖ

Ｐ
Ｐ
技
術
の
日
本
適
用
に
向

け
た
取
り
組
み
の
具
体
的
検

討
が
開
始
さ
れ
る
。

　

電
力
系
統
上
に
散
在
す
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

設
備
、
蓄
電
池
な
ど
エ
ネ
ル

ギ
ー
リ
ソ
ー
ス
を
統
合
的
に

制
御
し
、
あ
た
か
も
一
つ
の

発
電
所
（
仮
想
発
電
所
）
が

存
在
す
る
よ
う
に
機
能
さ
せ

る
Ｖ
Ｐ
Ｐ
事
業
と
と
も
に
、

高
度
制
御
型
の
デ
ィ
マ
ン
ド

リ
ス
ポ
ン
ス
（
需
要
応
答
：

電
力
価
格
や
要
請
に
応
じ
て

需
要
家
が
消
費
調
整
す
る
こ

と
）
を
含
め
た
事
業
の
実
証

を
実
施
し
、
２
０
２
０
年
内

の
バ
ー
チ
ャ
ル
パ
ワ
ー
プ
ラ

ン
ト
市
場
の
実
用
化
を
目
指

す
と
し
て
い
る
。

　

Ｖ
Ｐ
Ｐ
を
活
用
す
る
と
、

風
力
発
電
や
太
陽
光
発
電
の

発
電
量
が
天
候
の
影
響
で
低

下
し
た
と
き
に
は
、
系
統
に

接
続
さ
れ
た
蓄
電
池
に
よ
る

放
電
制
御
を
行
え
る
。ま
た
、

活
用
可
能
な
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
含

む
自
家
発
電
設
備
を
需
要
家

の
業
務
に
影
響
を
与
え
な
い

範
囲
で
系
統
へ
の
電
力
供
給

に
切
り
替
え
た
り
、
需
要
家

向
け
に
信
号
を
送
り
、
消
費

す
る
電
力
需
要
を
抑
え
る
と

い
っ
た
制
御
も
で
き
る
。
不

足
す
る
電
力
分
を
発
電
す
る

代
わ
り
に
、
相
当
す
る
需
要

を
削
減
す
る
こ
と
で
需
給
の

調
整
を
図
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
系
統
接
続
が

増
大
し
た
場
合
に
で
も
、
Ｖ

Ｐ
Ｐ
に
よ
る
制
御
を
行
う
こ

と
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
系
統
へ
の
影
響
の
軽
減

ま
た
は
系
統
の
安
定
化
を
行

う
ア
ン
シ
ラ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス

（
系
統
の
周
波
数

を
維
持
す
る
と
い

っ
た
運
用
補
助
サ

ー
ビ
ス
）
の
提
供

も
可
能
と
な
る
。
Ｖ
Ｐ
Ｐ
の

導
入
に
よ
り
、
複
数
の
分
散

型
電
源
が
協
調
・
連
携
す
る

こ
と
で
、
設
備
の
有
効
活
用

と
効
率
運
転
が
行
え
る
の

だ
。た
だ
し
、そ
の
実
現
に
は

配
電
網
整
備
お
よ
び
配
電
会

社
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。

▼
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

固
定
価
格
買
い
取
り
制
度

　

略
称
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
。
２
０

１
２
年
７
月
か
ら
始
ま
っ

た
制
度
。
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
（
太
陽
光
、風
力
、

水
力
、
地
熱
、
バ
イ
オ
マ

ス
）
で
発
電
さ
れ
た
電
気

を
、
電
力
会
社
が
一
定
期

間
買
い
取
る
。
買
い
取
り

価
格
は
国
が
決
め
、
費
用

は
賦
課
金
と
し
て
需
要
家
が

負
担
す
る
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

一
般
に
他
の
発
電
方
法
よ
り

コ
ス
ト
が
高
く
、
普
及
促
進

を
目
的
に
制
度
が
導
入
さ
れ

た
。
太
陽
光
は
導
入
当
初
、

買
い
取
り
価
格
が
高
か
っ
た

た
め
、
他
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

に
比
べ
急
速
に
普
及
し
た
。

▼
里
地
里
山

　

人
の
手
が
加
わ
ら
な
い
原

生
の
自
然
と
人
工
的
な
都
市

と
の
中
間
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
地
域
。
集
落
と
、
そ
の
周

辺
に
あ
る
農
地
、た
め
池
、

草
原
、
管
理
さ
れ
た
森
林

な
ど
で
構
成
さ
れ
、
国
土

の
約
４
割
を
占
め
る
。

　

里
地
里
山
は
、
農
林
業

な
ど
を
通
じ
て
、
人
が
自

然
に
働
き
か
け
て
つ
く
っ

た
場
所
。
動
植
物
の
繁
殖

地
や
希
少
生
物
の
生
息
地

に
も
な
っ
て
お
り
、
食
料

や
木
材
の
供
給
、
文
化
の

継
承
な
ど
の
面
で
も
重
要

な
地
域
。
近
年
は
そ
の
荒

廃
が
懸
念
さ
れ
保
全
の
必

要
性
が
叫
ば
れ
て
い
る
。

撤
去
、
運
搬
、
リ
ユ
ー
ス
、

リ
サ
イ
ク
ル
、
適
正
処
分
の

方
法
、
関
連
す
る
法
制
度
や

留
意
点
な
ど
の
基
本
的
事
項

を
ま
と
め
た
。

　

排
出
さ
れ
る
太
陽
光
発
電

設
備
は
一
般
の
廃
棄
物
と
異

な
り
日
光
が
当
た
る
と
発
電

す
る
特
性
が
あ
る
。
そ
の
た

め
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
ま

ず
発
電
が
な
さ
れ
な
い
よ
う

リ
サ
イ
ク
ル
等
の
推
進
に
向

け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
公

表
し
た
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
固
定
価
格
買
い
取
り
制

度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
に
よ
り
、
太

陽
光
発
電
設
備
の
導
入
は
急

速
に
拡
大
し
て
い
る
。
そ
れ

に
伴
い
同
時
期
に
寿
命
を
迎

え
、
排
出
さ
れ
る
設
備
も
急

増
す
る
こ
と
か
ら
、
円
滑
な

処
理
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、

　

２
０
１
６
年
４
月
、
環
境

省
は
、
近
い
将
来
、
大
量
廃

棄
が
予
想
さ
れ
る
太
陽
光
パ

ネ
ル
な
ど
に
つ
い
て
、
処
理

方
法
に
関
す
る
指
針
を
ま
と

め
た
「
太
陽
光
発
電
設
備
の

な
措
置
を
と
っ
て
お
く
の
が

重
要
と
し
て
い
る
。
ま
た
設

備
の
所
有
者
や
発
電
事
業
者

は
導
入
計
画
の
中
に
廃
棄
の

た
め
の
費
用
を
見
込
ん
で
お

く
必
要
が
あ
る
と
指
摘
。
特

に
住
宅
用
以
外
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
を

利
用
し
た
場
合
、
得
ら
れ
る

買
い
取
り
価
格
の
中
に
は
廃

棄
費
用
も
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
を
留
意
す
べ
き
だ
と
し
て

い
る
。（
２
面
に
関
連
記
事
）

デ
マ
ン
ド
目
標
値
の
設
定
変
更
操
作

デ
マ
ン
ド
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
活
用
法

「
省
エ
ネ
の
達
人
」３
０
０
回
突
破

新
連
載

Techno V
iew

ル
ギ
ー
の
拡
大
の
た
め
の
項

目
を
示
し
、
①
固
定
価
格
買

い
取
り
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
の

見
直
し
に
よ
る
国
民
負
担
の

抑
制
と
最
大
限
導
入
の
両
立

②
系
統
制
約
の
解
消
③
再
エ

ネ
拡
大
に
向
け
た
規
制
改
革

④
研
究
開
発
の
重
要
性
⑤
関

係
府
省
庁

連
携
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

の
推
進
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

加
え
て
、「
革
新
戦
略
に

よ
る
新
た
な
展
開
」
と
し

て
、「
低
炭
素
電
源
市
場
の

創
出
と
再
エ
ネ
産
業
の
再
構

築
」
と
い
う
電
力
市
場
を
活

用
し
た
再
エ
ネ
促
進
な
ど
の

方
向
性
を
示
し
て
い
る
。
そ

電気管理技術者
求人サイト

　

２
０
１
６
年
４
月
、
環
境
省
と
国
立

環
境
研
究
所
は
２
０
１
４
年
度
の
国
内

の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
確
報
値
を

取
り
ま
と
め
発
表
し
た
。
総
排
出
量
は

前
年
度
に
比
べ
て
３
・
１
％
（
４
４
０

０
万
㌧
）
少
な
い
13
億
６
４
０
０
万
㌧

だ
っ
た
。
２
０
０
５
年
度
比
で
は
２
・

４
％
（
３
３
０
０
万
㌧
）
減
、
京
都
議

定
書
の
基
準
年
で
あ
っ
た
１
９
９
０
年

度
比
で
は
７
・
３
％
（
９
３
０
０
万
㌧
）

増
に
な
る
。

　

排
出
量
が
前
年
度
比
で
減
少
し
た
要

因
に
は
、
冷
夏
や
暖
冬
の
影
響
で
冷
暖

房
の
需
要
が
減
少
し
た
こ
と
や
省
エ
ネ

の
浸
透
で
電
力
の
消
費
が
低
く
抑
え
ら

れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
た
。
そ
の
ほ
か

１
・
４
％
（
６
０
０
万
㌧
）
減
、「
運

輸
部
門
」
が
３
・
４
％
（
７
６
０
万
㌧
）

減
、オ
フ
ィ
ス
や
商
業
施
設
な
ど
の「
業

務
そ
の
他
部
門
」
が
６
・
２
％
（
１
７

４
０
万
㌧
）
減
、「
家
庭
部
門
」
が
４
・

８
％
（
９
６
０
万
㌧
）
減
、
発
電
所
な

ど
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
部
門
」
が
５
・

３
％
（
５
２
０
万
㌧
）
減
だ
っ
た
。

　

森
林
対
策
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の

吸
収
量
は
４
９
９
０
万
㌧
、
農
地
管

理
・
牧
草
地
管
理
・
都
市
緑
化
活
動
に

よ
る
吸
収
量
は
８
０
０
万
㌧
で
、
合
計

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
や

火
力
発
電
所
の
高
効
率
化
な
ど
で
、
発

電
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
が
減
っ

た
こ
と
な
ど
も
影
響
し
た
。

　

部
門
別
排
出
量
の
前
年
度
か
ら
の
増

減
は
、
工
場
な
ど
の
「
産
業
部
門
」
が

前
年
度
か
ら
３・１
％
減
少

は
５
７
９

０
万
㌧
に

な
る
。
こ

れ
は
排
出

量
か
ら
差
し
引
い
て
計
算
で
き
る
。

　

２
０
１
４
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
は
昨
年
11
月
に
「
速
報
値
」
が
公

表
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
は
デ
ー
タ
の

修
正
や
算
定
方
法
の
見
直
し
な
ど
を
行

い
「
確
報
値
」
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
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2014年度 排出量５年ぶり減少

　

夏
が
来
る
。

昨
年
は
地
球
温

暖
化
に
加
え
ヒ

ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
現
象
も
大
き

く
影
響
す
る
東
京
で
、
猛
暑

日
が
11
日
あ
っ
た
。
今
年
は

お
手
柔
ら
か
に
願
い
た
い
。

▼
１
日
の
最
高
気
温
が
35
℃

以
上
の
日
を
「
猛
暑
日
」
と

い
う
。
こ
の
言
葉
が
、
気
象

庁
で
正
式
採
用
さ
れ
た
の
は

２
０
０
７
年
の
こ
と
。
気
象

情
報
や
解
説
な
ど
で
用
い
る

「
予
報
用
語
」
に
登
録
さ
れ

た
。
そ
れ
以
前
も
30
℃
以
上

を
示
す
「
真
夏
日
」
と
い
う

用
語
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
暑
さ
に
追
い
つ
か
な

く
な
っ
た
。
１
９
９
０
年
以

降
、
都
市
部
の
猛
暑
日
が
急

増
し
て
い
た
か
ら
だ
。

▼
気
象
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
る
デ
ー
タ
で
、
東
京
の

過
去
の
猛
暑
日
を
数
え
て
み

た
。
１
９
７
０
年
代
の
10
年

間
の
合
計
は
15
日
。
80
年
代

は
９
日
（
昨
年
の
１
年
間
よ

り
少
な
い
！
）。
そ
れ
が
90

年
代
に
な
る
と
37
日
、
２
０

０
０
年
代
は
36
日
に
な
る
。

２
０
１
０
年
代
の
夏
は
ま
だ

６
回
し
か
来
て
い
な
い
が
、

い
ず
れ
の
10
年
合
計
よ
り
多

い
51
日
だ
。

▼
数
字
を
み
れ
ば
、
新
し
い

用
語
が
必
要
に
な
っ
た
の
も

う
な
ず
け
る
。
ち
な
み
に
同

じ
年
の
予
報
用
語
の
改
正
時

に
は
「
熱
中
症
」
の
言
葉
も

新
た
に
追
加
さ
れ
て
い
る
。

病
名
で
は
あ
る
が
、
気
象
情

報
に
使
用
す
る
機
会
が
多
く

な
っ
た
か
ら
。
温
暖
化
や
ヒ

ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
を
少
し
で

も
食
い
止
め
る
活
動
を
進
め

な
い
と
、
猛
暑
日
よ
り
も
ラ

ン
ク
が
上
の
用
語
を
考
え
出

さ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
。

８
０
０
万
㌧（
39
・
８
％
減
）、

「
家
庭
部
門
」
は
同
２
億
１

０
０
万
㌧
に
対
し
１
億
２
２

０
０
万
㌧
（
39
・
３
％
減
）、

「
運
輸
部
門
」
は
同
２
億
２

５
０
０
万
㌧
に
対
し
１
億
６

３
０
０
万
㌧（
27
・
６
％
減
）、

発
電
所
な
ど
の
「
エ
ネ
ル
ギ

ー
転
換
部
門
」
は
同
１
億
１

０
０
万
㌧
に
対
し
７
３
０
０

万
㌧（
27
・
７
％
減
）と
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
Ｃ
Ｏ
２

全

体
と
し
て
２
０
３
０
年
度
に

２
０
１
３
年
度
比
25
・
０
％

減
（
２
０
０
５
年
度
比
24
・

対
策
が
比
較
的
進
ん
で
い
る

と
さ
れ
る
工
場
な
ど
も
取
り

組
み
の
上
積
み
が
求
め
ら
れ

る
。
そ
う
し
た
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
、
徹
底
し
た
省

エ
ネ
対
策
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
積
極
導
入
、
革
新

的
な
技
術
開
発
の
促
進
、
火

力
発
電
の
高
効
率
化
や
安
全

性
が
確
認
さ
れ
た
原
子
力
発

電
の
活
用
な
ど
を
推
進
し
て

い
く
と
明
記
し
て
い
る
。

０
％
減
）
に
あ
た
る
９
億
２

７
０
０
万
㌧
を
目
指
す
。

　

企
業
と
家
庭
の
削
減
目
標

は
約
４
割
と
大
き
く
、
運
輸

部
門
や
発
電
所
も
約
３
割
、

取
り
組
む
べ
き
施
策
や
基
本

的
な
考
え
方
を
詳
述
し
て
い

る
。
日
本
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
の
約
９
割
を
占
め
る

と
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
に

つ
い
て
は
、
２
０
３
０
年
度

に
お
け
る
部
門
ご
と
の
排
出

量
の
目
安
も
試
算
し
、
目
標

と
し
て
表
し
て
い
る
。

　

各
部
門
の
目
安
は
工
場
な

ど
の
「
産
業
部
門
」
が
２
０

１
３
年
度
の
４
億
２
９
０
０

万
㌧
に
対
し
４
億
１
０
０
万

㌧
（
６
・
５
％
減
）、
オ
フ

ィ
ス
や
店
舗
な
ど
の
「
業
務

そ
の
他
部
門
」
は
同
２
億
７

９
０
０
万
㌧
に
対
し
１
億
６

　

こ
の
計
画
は
地
球
温
暖
化

対
策
推
進
法
に
基
づ
い
て
策

定
さ
れ
た
も
の
。
中
期
ま
で

の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標

と
し
て
、
２
０
２
０
年
度
に

は
２
０
０
５
年
度
比
で
３
・

８
％
減
以
上
、
２
０
３
０
年

度
に
は
、
パ
リ
協
定
の
前
に

国
連
に
提
出
し
た
「
日
本
の

約
束
草
案
」
で
示
し
て
い
る

２
０
１
３
年
度
比
26
・
０
％

減
を
明
記
し
た
。

　

目
標
達
成
の
た
め
に
国
、

自
治
体
、
事
業
者
、
国
民
が

2016年春季号 クロスワードパズルの答え

㌔
㍗
以
上
の
非
住
宅
用
設
備

で
１
㌔
㍗
時
当
た
り
24
円
。

10
㌔
㍗
未
満
の
住
宅
用
設
備

は
31
円
ま
た
は
33
円
（
出
力

制
御
対
応
機
器
設
置
義
務
の

有
無
に
よ
る
。
需
給
制
御
に

か
か
わ
る
区
域
が
義
務
の
対

象
）
と
な
っ
た
。
前
年
度
は

非
住
宅
用
が
27
円
、
住
宅
用

が
33
円
ま
た
は
35
円
だ
っ
た

の
で
、
２
〜
３
円
の
引
き
下

げ
に
な
っ
た
。
太
陽
光
の
買

い
取
り
価
格
引
き
下
げ
は
４

年
連
続
に
な
る
。

　

そ
の
ほ
か
の
陸
上
風
力
、

洋
上
風
力
、
地
熱
、
中
小
水

力
、
バ
イ
オ
マ
ス
に
つ
い
て

は
前
年
度
か
ら
の
買
い
取
り

価
格
・
期
間
を
継
承
し
、
据

え
置
い
た
。

　

電
気
料
金
に
加
算
さ
れ
需

要
家
が
負
担
す
る
賦
課
金
の

単
価
は
１
㌔
㍗
時
当
た
り

２
・
25
円
と
し
た
。
月
３
０

０
㌔
㍗
時
使
用
す
る
標
準
家

庭
で
は
月
額
６
７
５
円
（
年

額
８
１
０
０
円
）
に
な
る
。

前
年
度
は
月
額
４
７
４
円

（
１
・
58
円
／
㌔
㍗
時
）
だ

っ
た
の
で
、
約
１
・
４
倍
に

増
え
た
。
賦
課
金
の
総
額
は

１
兆
８
０
２
５
億
円
。
昨
年

度
の
賦
課
金
総
額
（
当
初
見

込
み
）
は
１
兆
３
２
２
２
億

円
だ
っ
た
の
で
、
約
５
０
０

０
億
円
増
加
し
た
。

　

政
府
は
、
増
加
す
る
国
民

負
担
の
抑
制
と
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
最
大
限
導
入
と

の
両
立
を
図
る
た
め
、
Ｆ
Ｉ

Ｔ
制
度
の
見
直
し
を
進
め
て

い
る
。
２
０
１
６
年
５
月
に

は
入
札
制
度
の
採
用
や
大
口

需
要
家
へ
の
賦
課
金
の
減
免

制
度
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
再

エ
ネ
特
措
法
を
一
部
改
正
す

る
法
案
が
国
会
で
審
議
さ
れ

可
決
・
成
立
し
た
。

再
生
エ
ネ
賦
課
金
１
兆
８
０
０
０
億
円
超
に

２
０
１
６
年
度 

Ｆ
Ｉ
Ｔ
買
い
取
り
価
格
決
定

太陽光発電設備の排出見込み量

環境省／国立環境研究所発表 確報値

　

前
号
の
ク
ロ
ス
ワ

ー
ド
パ
ズ
ル
の
答
え

は
左
の
と
お
り
で

す
。
グ
レ
ー
の
二
重

囲
み
マ
ス
に
あ
る
４

つ
の
文
字
を
組
み
合

わ
せ
た「
ジ
ユ
ウ
カ（
自

由
化
）」
が
正
解
。
今

回
も
、
８
面
に
楽
し
い

パ
ズ
ル
を
用
意
し
ま
し

た
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

再
エ
ネ
大
量
導
入
を
可
能
に
す
る
仮
想
発
電
所
へ
の
期
待

業務説明会開催中！

環
境
省 
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
公
表

２
０
５
０
年 
排
出
量
80
％
削
減

▼
パ
リ
協
定

　

２
０
１
５
年
末
に
開
催
し

た
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第

21
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

21
）
で
採
択
さ
れ
た
国
際
的

な
ル
ー
ル
。
２
０
２
０
年
以

降
の
地
球
温
暖
化
対
策
に
関

す
る
取
り
決
め
で
、
す
べ
て

の
国
が
参
加
し
、
各
国
が
自

主
的
に
提
出
し
た
削
減
目
標

な
ど
の
対
策
を
実
行
し
て
い

く
内
容
。
自
主
目
標
は
５
年

ご
と
に
提
出
・
更
新
す
る
。

世
界
共
通
の
長
期
目
標
と
し

て
、
産
業
革
命
前
か
ら
の
気

温
上
昇
分
を
２
℃
未
満
に
抑

え
、そ
れ
を
で
き
る
だ
け
１
・

５
℃
未
満
に
す
る
こ
と
も
定

「
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
」閣
議
決
定

　

２
０
１
６
年
５
月
、
政
府
は
２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
80
％
削
減
す
る
長
期
目
標
な
ど
を
示
し

た
「
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
」
を
閣
議
決
定
し
た
。
パ
リ
協
定
で
表
明
し
た
日
本
の
削
減
約
束
を
確
実
に
推
進
し
て
い

く
た
め
の
部
門
別
の
削
減
目
標
や
具
体
的
な
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

部門別排出量の削減目標（目安）

め
ら
れ
た
。
日
本
が
提
出
し

た
削
減
約
束
に
は
２
０
３
０

年
度
に
２
０
１
３
年
度
比
で

26
％
（
２
０
０
５
年
度
比

25
・
４
％
）
削
減
す
る
中
期

目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

無 料
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答えは「ジユウカ」
（自由化）でした。
多数のご応募ありがとうございました。

ケ ボ ノ 　 カ
　 ウ シ エ ン
ウ ケ 　 ジ キ
シ ン ユ 　 ョ
キ 　 イ ド ウ

２
０
２
０

２
０
２
５

２
０
３
０

２
０
３
５

２
０
３
９

（
年
）

2

4

6

8

10

77

78

（万㌧）

※ 太陽光設備の寿命を
25年とした場合の排
出見込み量。環境省発
表資料をもとに作成。

　

２
０
１
６
年
３
月
、
経
済

産
業
省
は
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
固
定
価
格
買
い
取
り

制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
：
左
欄
用
語

解
説 

）
に
お
け
る
２
０

１
６
年
度
の
買
い
取
り
価
格

お
よ
び
賦
課
金
の
単
価
を
決

定
し
た
。

　

太
陽
光
の
買
い
取
り
価
格

は
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
な
ど
10

賦課金単価の推移

太陽光買い取り価格（円 /kWh）
●非住宅用（10kW以上）

●住宅用（10kW未満）

2014 2015 2016
総　額

（億円・当初見込み）6,520 1兆3,222 1
兆8,025

単価（円 /kWh） 0.75 1.58 2.25
（標準家庭月額［円］） 225 474 675

年度 2015
（4/1～6/30）

2015
（7/1～） 2016

単価 29 27 24

出力制御対応
機器設置義務 2015 2016

なし 33 31
あり 35 33

※ 太陽光以外の再生可能エネルギーの買い取り
価格と期間は前年度から変わらず据え置き。

産
業
部
門

業
務
そ
の
他
部
門

運
輸
部
門

エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　

転
換
部
門

家
庭
部
門

100

200

300

400

（百万㌧）

２０１３年度実績

２０３０年度目安

　

➡
削
減
率

39.8％6.5％ 39.3％ 27.6％ 27.7％

※ 税別

※ 税込

http://www.n-techno.co.jp/
https://www.nichidenkyo.jp/
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際
に
普
及
拡
大
の
様
相
を
呈
し

て
い
る
の
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
（
再
エ
ネ
）
だ
ろ
う
。
再

エ
ネ
に
も
種
類
が
あ
る
が
、
設

置
が
容
易
で
、
環
境
負
荷
が
比

較
的
小
さ
く
、
固
定
価
格
買
い

取
り
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
に
よ
り

高
額
で
の
買
い
取
り
が
約
束
さ

れ
た
「
太
陽
光
発
電
」
の
導
入

量
は
群
を
抜
い
て
い
る
。

　

そ
の
太
陽
光
に
今
、
新
た
な

問
題
が
浮
上
し
て
い
る
。
使
用

済
み
設
備
の
処
理
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
買
い
取

り
期
間
は
20
年
に
設
定
さ
れ
て

き
た
。
急
速
に
普
及
し
導
入
さ

れ
た
設
備
が
一
斉
に
そ
の
期
間

を
終
え
る
の
だ
。
太
陽
光
パ
ネ

ル
は
経
年
に
よ
り
効
率
は
落
ち

る
も
の
の
、
割
れ
な
い
限
り
発

電
性
能
は
保
持
さ
れ
る
。
だ
が

電
流
を
切
り
替
え
る
パ
ワ
ー
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
は
20
年
程
度

で
入
れ
替
え
が
必
要
だ
。ま
た
、

土
地
や
屋
根
を
借
り
て
パ
ネ
ル

を
設
置
し
て
い
る
場
合
は
、
設

置
場
所
の
返
還
に
よ
り

発
電
設
備
は
処
分
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

　

本
紙
１
面
に
も
該
当

記
事
を
掲
載
し
た
が
、

環
境
省
で
は
、
太
陽
光

発
電
設
備
の
寿
命
を
25

年
と
し
た
場
合
の
廃
棄

さ
れ
る
設
備
の
排
出
量

を
試
算
し
て
い
る
。
そ

の
量
は
２
０
２
０
年
に

約
３
０
０
０
㌧
、
２
０

３
０
年
で
約
３
万
㌧
、

２
０
３
９
年
に
は
約
78

万
㌧
に
達
す
る
。
同
省

で
は
、
こ
の
事
態
に
対

応
し
、
排
出
設
備
の
適

正
処
理
に
つ
い
て
検
討

会
を
立
ち
上
げ
、
そ
こ

で
の
議
論
を
経
て
、「
太

陽
光
発
電
設
備
の
リ
サ
イ
ク
ル

等
の
推
進
に
向
け
た
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
を
策
定
し
、公
表
し
た
。

　
　
　

　
　
　
　

　

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
多
く
の
部

分
は
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
が
、

溶
接
に
よ
る
鉛
な
ど
の
有
害
物

質
も
含
ま
れ
て
お
り
、
産
業
廃

棄
物
と
し
て
の
処
分
が
必
要
に

な
る
。
そ
の
コ
ス
ト
負
担
が
、

や
が
て
不
法
投
棄
や
放
置
な
ど

の
問
題
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と

懸
念
さ
れ
て
い
る
。
だ

が
、
太
陽
光
を
設
置
し
た

事
業
者
は
20
年
に
わ
た
っ

て
発
電
量
に
応
じ
た
「
買

い
取
り
価
格
」
を
受
け
取

る
。
そ
こ
に
は
約
５
％
の

廃
棄
費
用
が
見
込
ま
れ
て

い
る
。
処
理
費
用
の
原
資

は
用
意
さ
れ
、
新
た
に
手

当
て
す
る
必
要
は
な
い
計

算
だ
。
最
終
処
分
を
し
っ

か
り
と
見
据
え
た
事
業
運

営
が
な
さ
れ
て
い
れ
ば
、

不
法
投
棄
な
ど
の
問
題
は

生
じ
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　

日
本
テ
ク
ノ
で
も
子
会

社
の
日
本
テ
ク
ノ
パ
ワ
ー

で
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
ビ
ジ
ネ

ス
を
展
開
中
だ
。
Ｆ
Ｉ
Ｔ

を
活
用
し
、
発
電
さ
れ
た

電
気
は
全
量
を
日
本
テ
ク
ノ
が

買
い
取
っ
て
い
る
。
太
陽
光
の

発
電
量
は
天
候
に
よ
り
突
然
の

変
動
が
あ
る
が
、
そ
の
調
整
は

主
に
袖
ケ
浦
と
上
越
の
２
カ
所

の
天
然
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
発
電
所
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２
０
１
６
年
３
月
、
環
境
省

は
、
生
物
多
様
性
の
損
失
状
況

や
そ
の
要
因
な
ど
を
分
析
し

た
「
生
物
多
様
性
及
び
生
態
系

サ
ー
ビ
ス
の
総
合
評
価
報
告
書

（
Ｊ
Ｂ
Ｏ
２
）」
を
公
表
し
た
。

２
０
１
０
年
に
出
さ
れ
た
前
回

の
報
告
書
の
中
で
課
題
と
し
て

残
し
た
「
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
」

に
つ
い
て
の
評
価
も
加
え
ら
れ

て
い
る
。

　
「
生
物
多
様
性
」
の
状
況
は
、

２
０
１
０
年
報
告
書
の
時
点
か

ら
大
き
な
変
化
は
な
く
、
依
然

と
し
て
長
期
的
な
悪
化
傾
向
が

続
い
て
い
る
。
そ
の
主
な
要
因

を
以
下
４
つ
に
区
分
し
て
い

る
。
開
発
や
乱
獲
な
ど
人
間
活

動
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る

「
第
１
の
危
機
」、里
地
里
山（
１

面
用
語
解
説 

）
の
管
理
が

暖
化
な
ど
地
球
環
境
の
変
化
に

よ
る
「
第
４
の
危
機
」。

　

多
様
な
生
物
が
あ
る
こ
と
で

得
ら
れ
る
食
料
や
水
の
供
給
、

災
害
の
緩
和
、
自
然
の
景
観
と

い
っ
た
「
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
」

に
つ
い
て
は
、
減
少
ま
た
は
横

ば
い
傾
向
に
あ
る
と
評
価
し

た
。
特
に
農
産
物
、
水
産
物
、

木
材
な
ど
の「
供
給
サ
ー
ビ
ス
」

は
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。
そ

の
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
海
外

　

地
球
温
暖
化
問
題
に
対
処
す

る
た
め
、
世
界
各
国
が
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。
日
本
も
国

連
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
目

標
を
提
出
し
た
。
２
０
３
０
年

度
に
２
０
１
３
年
度
比
で
26
％

減
ら
す
と
い
う
も
の
だ
。
そ
の

国
際
的
な
約
束
に
向
け
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て

い
る
。
省
エ
ネ
技
術
の
さ
ら
な

る
研
究
開
発
、
水
素
を
使
う
燃

料
電
池
と
い
っ
た
化
石
燃
料
に

代
わ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
開
発

や
実
証
実
験
な
ど
で
あ
る
。

　

そ
の
中
で
期
待
も
高
く
、
実

か
ら
の
輸
入
増
加
が
背
景
に
あ

る
国
内
の
食
料
や
資
源
の
過
少

利
用
（
ア
ン
ダ
ー
ユ
ー
ス
）
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
里

地
里
山
で
の
人
間
活
動
の
衰
退

が
、
ク
マ
に
襲
わ
れ
る
被
害
な

ど
の
「
デ
ィ
ス
サ
ー
ビ
ス
」
の

増
加
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
の

見
解
も
示
し
た
。

　

今
回
の
報
告
書
は
、
環
境
省

が
２
０
１
４
年
に
検
討
会
を
設

置
し
、
２
０
１
４
〜
２
０
１
５

年
度
に
わ
た
っ
て
１
２
０
名
の

有
識
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
ま

と
め
た
。

な
さ
れ
な
い
な
ど
自
然
へ
の
働

き
か
け
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ

る
「
第
２
の
危
機
」、
外
来
種

や
化
学
物
質
な
ど
を
人
間
が
自

然
の
生
態
系
に
持
ち
込
む
こ
と

に
よ
る
「
第
３
の
危
機
」、
温

全
」
と
「
利
用
」
の
バ
ラ
ン
ス
に

配
慮
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
利

用
に
関
し
て
は
多
様
性
に
及
ぼ
す

影
響
を
で
き
る
だ
け
抑
制
し
、
自

然
資
源
の
活
用
を
持
続
可
能
な
方

法
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

し
た
。
そ
の
た
め
に
は
予
防
的
な

取
り
組
み
、
長
期
的
な
観
点
、
地

生
物
多
様
性 

悪
化
状
態
続
く

「
電
源
構
成
の
開
示
」望
ま
し
い

経
産
省
「
電
力
の
小
売
営
業
に
関
す
る
指
針
」制
定

年
間
約
１
３
８
０
億
円
の
評
価
額

　

２
０
１
６
年
３
月
、
環
境
省
は

生
物
多
様
性
の
経
済
的
価
値
に
つ

い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
評

価
を
実
施
し
、結
果
を
公
表
し
た
。

　

今
回
は
特
に
、
里
地
里
山
で
保

全
活
動
を
し
た
場
合
、
そ
れ
に
よ

っ
て
守
ら
れ
る
生
物
多
様
性
の
価

値
を
判
断
し
た
。
里
地
里
山
を
保

全
す
る
取
り
組
み
に
対
し
て
、
負

担
し
て
も
よ
い
と
考
え
る
金
額

（
支
払
意
思
額
）
の
平
均
値
は
、

２
６
５
７
円
（
年
間
１
世
帯
あ
た

り
。
中
央
値
は
１
４
１
１
円
）
だ

っ
た
。
こ
れ
を
も
と
に
算
出
し
た

評
価
額
は
、
年
間
約
１
３
８
０
億

円（
中
央
値
で
は
約
７
３
３
億
円
）

と
な
っ
た
。

　
「
生
物
多
様
性
」
や
「
里
地
里

山
」
と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い
た

回
答
者
ほ
ど
支
払
意
思
額
は
高
か

っ
た
。
環
境
省
は
、
価
値
向
上
の

た
め
に
は
、
そ
れ
ら
の
認
知
度
を

上
げ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
分
析
し

て
い
る
。

震
災
後
初 

今
夏
、節
電
要
請
な
し

　

２
０
１
６
年
５
月
、
政
府
は
関

係
閣
僚
会
議
に
お
い
て
、
今
夏
の

電
力
需
給
対
策
を
決
め
た
。
東
日

本
大
震
災
以
降
、
５
年
に
わ
た
っ

て
続
け
て
き
た
節
電
の
要
請
は
行

わ
な
い
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

専
門
家
の
検
証
に
よ
る
電
力
需

給
の
見
通
し
で
、
今
夏
は
す
べ
て

の
大
手
電
力
会
社
で
安
定
供
給
に

必
要
な
電
力
を
確
保
で
き
る
と
判

断
。
最
低
限
必
要
と
さ
れ
る
供
給

の
予
備
率
３
％
を
い
ず
れ
の
電
力

会
社
も
上
回
り
、
最
も
低
い
四
国

電
力
で
も
５
・
８
％
に
な
っ
た
。

需
給
状
況
が
改
善
し
た
の
は
、
省

エ
ネ
活
動
の
定
着
や
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
、
原
子
力
発
電

所
の
再
稼
働
な
ど
に
よ
る
。

　

た
だ
し
、
発
電
所
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
に
備
え
、
電
力
会
社
に
は
保

守
・
保
全
の
強
化
を
求
め
、
も
し

電
力
不
足
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は

警
報
を
出
し
、節
電
を
要
請
す
る
。

電
力
需
要
５
年
連
続
マ
イ
ナ
ス

　

２
０
１
６
年
４
月
、
電
気
事
業

連
合
会
は
２
０
１
５
年
度
の
大
手

電
力
10
社
に
お
け
る
電
力
需
要
実

績
の
確
報
値
を
公
表
し
た
。
10
社

合
計
の
販
売
電
力
量
は
７
９
７
１

億
㌔
㍗
時
。
前
年
度
比
で
は
３
・

２
％
の
減
少
に
な
り
、
東
日
本
大

震
災
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
２
０

１
１
年
度
か
ら
５
年
連
続
で
前
年

を
下
回
っ
て
い
る
。

　

今
回
、
電
力
需
要
が
落
ち
込
ん

だ
要
因
は
、
気
温
が
低
か
っ
た
夏

季
と
逆
に
高
か
っ
た
冬
季
の
空
調

利
用
の
減
少
、
省
エ
ネ
活
動
の
浸

透
に
よ
る
節
電
、
自
由
化
に
伴
う

大
手
電
力
会
社
か
ら
の
離
脱
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
10

社
の
う
ち
沖
縄
電
力
だ
け
は
前
年

度
を
上
回
っ
た
（
１
・
６
％
増
）。

球
温
暖
化
対
策
と
の
連
携
な
ど
が

必
要
で
あ
る
と
も
述
べ
る
。

　

第
２
章
は
、
第
11
条
か
ら
第
13

条
ま
で
の
「
生
物
多
様
性
戦
略
」。

こ
れ
ま
で
法
的
位
置
づ
け
が
な
か

っ
た
閣
議
決
定
に
よ
る
「
生
物
多

様
性
国
家
戦
略
」
の
策
定
を
、
正

式
に
政
府
へ
義
務
づ
け
た
。
地
方

自
治
体
に
つ
い
て
も
、
単
独
ま
た

は
共
同
で
、「
生
物
多
様
性
地
域

戦
略
」
の
策
定
に
努
力
す
る
よ
う

求
め
て
い
る
。

　

第
３
章
は
、
第
14
条
か
ら
第
27

条
ま
で
の
「
基
本
的
施
策
」。
自

然
豊
か
な
地
域
や
野
生
生
物
に
つ

い
て
の
規
制
、
外
来
生
物
の
被
害

防
止
と
い
っ
た
「
保
全
」
に
関
す

る
施
策
。
国
土
や
自
然
資
源
、
生

物
資
源
（
遺
伝
子
な
ど
）
の
適
正

利
用
と
い
っ
た
「
利
用
」
に
関
す

る
施
策
。
温
暖
化
対
策
や
調
査
の

推
進
、
国
際
的
な
連
携
の
確
保
と

い
っ
た
そ
の
他
の
施
策
が
示
さ
れ

て
い
る
。

生態系サービスの動向も検証
環境省 総合評価報告書公表

　

電
力
小
売
り
市
場
の
全
面

自
由
化
に
伴
っ
て
異
業
種

か
ら
の
新
規
参
入
も
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
電
気
事

業
法
に
反
す
る
行
為
な
ど
を

示
し
、
適
正
な
営
業
活
動

を
行
う
た
め
の
指
針
を
設
け

た
。
指
針
で
は
次
の
５
つ
の

項
目
を
柱
と
し
た
。
①
需
要

家
へ
の
適
切
な
情
報
提
供
②

営
業
・
契
約
形
態
の
適
正
化

③
契
約
内
容
の
適
正
化
④
苦

情
・
問
合
せ
へ
の
対
応
の
適

正
化
⑤
契
約
の
解
除
手
続
き

の
適
正
化
。

　
「
適
切
な
情
報
提
供
」
の

項
目
で
は
、
小
売
電
気
事
業

者
に
対
し
て
、
提
供
す
る
電

気
の
電
源
構
成
や
二
酸
化
炭

素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
排
出
量
の
開

示
を
「
望
ま
し
い
行
為
」
と

し
た
。
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に

掲
載
す
る
。
情
報
開
示
に
当

た
っ
て
は
、
電
源
構
成
を
算

出
し
た
期
間
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
電
気

の
特
性
（
全
需
要
家
が
賦
課

金
を
負
担
し
て
い
る
こ
と
な

ど
）、
電
源
比
率
の
明
確
な

数
値
、
取
引
所
か
ら
調
達
し

た
電
気
の
特
性
な
ど
を
明
記

す
る
よ
う
求
め
、
そ
れ
ら
を

記
載
し
な
い
場
合
は
「
問
題

と
な
る
行
為
」
と
し
た
。

　

電
源
構
成
の
開
示
は
需
要

家
の
選
択
肢
を
増
や
し
、
よ

り
競
争
的
な
電
力
市
場
の
実

現
に
役
立
つ
と
し
て
い
る
。

の
出
力
制
御
に
よ
っ
て
行
っ
て

い
る
。

　

当
社
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
は
20

年
後
に
自
治
体
へ
譲
渡
す
る
こ

と
を
前
提
に
運
転
を
開
始
し

た
。
し
か
し
、
将
来
の
売
電
価

格
や
管
理
費
の
変
動
な
ど
に
よ

り
、
譲
渡
で
き
な
い
可
能
性
も

あ
る
。
そ
う
し
た
不
測
の
事
態

も
考
慮
し
、
運
営
計
画
を
策
定

し
て
い
る
。
設
置
の
際
に
採
用

し
た
杭
に
よ
る
架
設
は
、
土
壌

へ
の
負
荷
を
減
ら
す
ほ
か
に
、

撤
去
時
の
費
用
負
担
を
軽
減
す

る
と
い
う
目
的
も
あ
っ
た
。

　
　

　
　
　
　

　

再
エ
ネ
の
メ
リ
ッ
ト
は
大
き

く
、
地
球
温
暖
化
防
止
策
の
有

効
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
。
だ

が
撤
去
時
の
環
境
負
荷
が
大
き

過
ぎ
る
の
で
は
、
元
も
子
も
な

い
。
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
制
度
終
了
時
、

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
大
量
不
法
投

棄
や
野
ざ
ら
し
で
放
置
さ
れ
た

設
備
が
散
見
す
る
風
景
は
見
た

く
な
い
。

用
の
基
本
原
則
を
明
ら
か
に
す
る

と
う
た
っ
て
い
る
。

　

第
１
章
は
、
第
１
条
か
ら
第
10

条
ま
で
。
章
題
は「
総
則
」。
目
的
、

定
義
、
基
本
原
則
、
各
主
体
の
役

割
（
責
務
）
な
ど
を
定
め
る
。
こ

の
う
ち
基
本
原
則
が
記
さ
れ
た
第

３
条
で
は
、
生
物
多
様
性
の
「
保

の
章
に
分
か
れ
た
27
条
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
る
。

　

前
文
で
は
多
様
な
生
物
が
生
き

る
環
境
を「
人
類
の
存
続
の
基
盤
」

と
表
現
し
、
現
在
、
そ
れ
が
危
機

的
状
況
に
あ
る
こ
と
を
示
す
。
そ

こ
で
、
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
生
物

多
様
性
の
保
全
と
持
続
可
能
な
利

　

生
物
多
様
性
基
本
法
は
２
０
０

８
年
５
月
に
成
立
し
、
同
年
６
月

に
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
年
は
、
２

年
後
の
２
０
１
０
年
に
開
か
れ
る

生
物
多
様
性
条
約
第
10
回
締
約
国

会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
）
の
開
催
地
が

愛
知
県
名
古
屋
市
に
決
定
し
た
時

期
で
も
あ
っ
た
。

　

１
９
９
３
年
に
日
本
が
生
物
多

様
性
条
約
を
締
結
し
て
以
降
、
条

約
が
求
め
る
「
生
物
多
様
性
国
家

戦
略
」（
生
物
多
様
性
の
保
全
と

持
続
可
能
な
利
用
に
関
す
る
基
本

計
画
）の
策
定
は
行
わ
れ
て
い
た
。

た
だ
、
基
本
法
が
施
行
さ
れ
る
ま

で
は
、法
的
な
位
置
づ
け
が
な
く
、

効
力
に
乏
し
い
と
の
声
も
聞
か
れ

て
い
た
。
そ
の
懸
念
を
払
い
、
国

に
対
し
、
戦
略
策
定
を
義
務
づ
け

た
の
が
、
こ
の
生
物
多
様
性
基
本

法
で
あ
る
。

　

条
文
は
、
前
文
と
附
則
、
３
つ

大量廃棄に懸念
太陽光発電事業者は
将来を見据えた運営を

保全と利用の原則を規定
生物が支える自然の恵みを永続的に享受できる社会へ

　日本の生物多様性保全に
関する制度は、対象を区切っ
て個別の法律が定められてい
る。主に狩猟が対象の鳥獣保
護法、希少生物の保護を目的
にする種の保存法、生息域外
からの持ち込みを規制する外
来生物法などだ。これらの上
位にあたる法律で、基本的理
念を示すのが、生物多様性基
本法である。

ポイント解説

環境の法律

第4回
生
物
多
様
性
基
本
法

「電力の小売営業に関する指針」の骨子

eco topicseco topics

生物多様性基本法の概要

基本原則と施策の指針を定めることで、生物
多様性を保全し、自然と共生する社会の実現
を図り、同時に地球環境の保全に寄与する

目的

多様性の保全…… 地域の条件を考慮しつつ、
野生生物種の保全を図る

多様性の利用…… 影響を及ぼす範囲がゼロも
しくは最小になるよう持続
可能な方法で利用する

基本原則

国・自治体　…… 基本原則に則った施策の策
定と実施

国民・事業者…… 基本原則に則った活動を行
うよう努力する

役割
（責務）

　国　…… 「生物多様性国家戦略」の策定
自治体…… 「生物多様性地域戦略」の策定戦略策定

【保全に関する施策】地域の生物の多様性の
保全／野生生物の種の多様性の保全等／外来
生物等による被害の防止【利用に関する施策】
国土及び自然資源の適切な利用等の推進／生
物資源の適正な利用の推進／生物の多様性に
配慮した事業活動の促進【その他の施策】地
球温暖化の防止等に資する施策の推進／多様
な主体の連携及び協働並びに自発的な活動の
促進等／調査等の推進／科学技術の振興／国
民の理解の増進／事業計画の立案の段階等で
の生物の多様性に係る環境影響評価の推進／
国際的な連携の確保及び国際協力の推進

基本的
施策

人類存続の基盤であり文化の発展も支える生
物多様性は、人間の活動により危機的状況に
ある。その保全と持続可能な利用について基
本原則を示し施策を進めるため法律を定める

前文

電 力小売り　

２
０
１
６
年
１
月
、
経
済
産
業
省
は
電
力
の
小
売
り
を

行
う
事
業
者
や
関
係
者
に
向
け
て
、
適
切
な
情
報
提
供
の

方
法
な
ど
を
示
し
た「
電
力
の
小
売
営
業
に
関
す
る
指
針
」

を
制
定
し
た
。
懸
案
と
な
っ
て
い
た
電
源
構
成
の
開
示
に

つ
い
て
は
法
的
な
義
務
化
は
見
送
ら
れ
た
。

▼需要家への適切な情報提供
　（ ……望ましい行為　 ……問題となる行為）
【一般的な情報提供】

  標準メニュー、平均的月額料金例の公表、
価格比較サイトなどへの情報提供など。
 料金請求の根拠を示さないなど。

【契約時およびその前後】
 転居時の対応、切替時の契約説明など。
 説明や書面交付義務の不履行など。

【電源構成の開示】
  算定期間やFIT 電気の特性などを明示す
る適正な電源構成の開示など。
  電源構成で電気の質が変わるといった表
示、算出期間を明示しないなど。

▼営業・契約形態の適正化
電気事業法上問題となる営業方法や契約形態
があることに注意を払う。
▼小売供給契約内容の適正化
電気料金の算出方法はわかりやすく明確にす
る。解除を著しく制約する契約条項の設定や、
他社を市場から排除する目的での安価な価格
設定は問題となる。
▼苦情・問合せへの対応の適正化
需要家からの苦情や問合せは、適切かつ迅速
に処理する。連絡先はホームページなどでも
確認できるようにする。
▼小売供給契約の解除手続きの適正化
契約解除手続きの際に本人確認を行わない、
速やかに対応しないなどの行為は問題になる。

テッくん

Ｑ
そ
も
そ
も

電
力
自
由
化
っ
て
？

Ｑ
ど
ん
な
経
緯
で

自
由
化
は
決
ま
っ
た
の
？

　2016 年 4月から始まった電力自由化。なんとなく理
解しているけれど、今さら聞けないこともあるハズ。4
回にわたって、そのぼんやりした疑問に答えていくよ。
今回は、電力自由化の基礎知識。

電
力
自
由
化

　

電
力
自
由
化
は
段
階
的
に
進
ん
で
き
た
。
ま
ず
２

０
０
０
年
に
、
デ
パ
ー
ト
や
大
き
な
工
場
な
ど
電
気

を
大
量
に
使
う
場
所
に
限
定
し
て
自
由
化
が
認
め
ら

れ
た
。
大
口
の
電
気
使
用
者
は
「
ど
の
会
社
か
ら
で

も
電
気
を
買
っ
て
い
い
」
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
自

由
化
の
範
囲
は
徐
々
に
広
が
る
け
れ
ど
、
家
庭
の
電

気
は
手
つ
か
ず
で
残
さ
れ
て
い
た
ん
だ
。

　

そ
ん
な
状
況
で
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
が

起
き
た
。
原
子
力
発
電
所
が
止
ま
り
、
計
画
停
電
も

実
施
さ
れ
る
。
地
域
に
よ
っ
て
電
気
の
使
い
方
に
偏

り
も
生
じ
た
。
そ
こ
で
居
住
地
に
関
係
な
く
安
定
し

た
電
気
が
届
く
よ
う
電
力
自
由
化
が
検
討
さ
れ
、
家

庭
を
含
む
全
面
自
由
化
が
実
現
し
て
い
っ
た
ん
だ
。

　

こ
れ
ま
で
は
住
ん
で
い
る
地
域
に
よ
っ
て
、
電
力

会
社
は
決
め
ら
れ
て
い
て
、
電
気
は
そ
の
会
社
か
ら

し
か
買
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
、
国
に
登
録
し
た
会

社
（
小
売
電
気
事
業
者
）
な
ら
ど
こ
か
ら
で
も
買
え

る
よ
う
に
し
た
の
が
「
電
力
小
売
り
の
自
由
化
」
だ
。

略
し
て
電
力
自
由
化
と
い
う
ん
だ
。

　

売
る
側
か
ら
み
る
と
、
今
ま
で
は
特
定
の
会
社
し

か
扱
え
な
か
っ
た
「
電
気
」
と
い
う
商
品
が
売
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
だ
か
ら
、
こ
れ
ま
で
ガ
ス
や
電
話

の
通
信
回
線
と
い
っ
た
別
の
も
の
を
扱
っ
て
い
た
会

社
も
国
に
登
録
し
電
気
の
小
売
り
を
始
め
た
ん
だ
。

日本テクノイメージキャラクター

国
内
の
Ｃ
Ｏ
２

濃
度
、
過
去
最
高
を
更
新 

４
０
０ｐ
ｐ
ｍ
超
え
る

　

２
０
１
６
年
５
月
、
気
象
庁
は
日
本
付
近
に
お
け

る
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
濃
度
の
２
０

１
５
年
の
年
平
均
値
が
、
地
上
観
測
し
て
い
る
３
カ

所
す
べ
て
で
４
０
０ｐ
ｐ
ｍ
を
超
え
、
過
去
最
高
を

更
新
し
た
と
発
表
し
た
。

　

観
測
地
点
は
、
岩
手
県
大
船
渡
市
、
東
京
都
小
笠

原
村
の
南
鳥
島
、
沖
縄
県
の
与
那
国
島
。
Ｃ
Ｏ
２

濃

度
は
そ
れ
ぞ
れ
、
４
０
３
・
１ｐ
ｐ
ｍ
、
４
０
１
・

４ｐ
ｐ
ｍ
、
４
０
３
・
８ｐ
ｐ
ｍ
だ
っ
た
。
南
鳥
島

は
今
回
初
め
て
４
０
０ｐ
ｐ
ｍ
を
超
え
た
。

　

国
連
の
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ

Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
は
、「
今
世
紀
末
に
気
温
上
昇
を
２
℃
未

満
に
抑
え
る
」
と
い
う
国
際
的
な
目
標
達
成
の
目
安

を
「
Ｃ
Ｏ
２

濃
度
を
４
２
０ｐ
ｐ
ｍ
程
度
に
す
る
こ

と
」
と
し
て
い
る
。
国
内
観
測
地
点
で
は
毎
年
約
２

ｐ
ｐ
ｍ
の
増
加
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
ま
ま
続
け
ば
10

年
程
度
で
警
告
の
領
域
に
達
す
る
。

　

気
象
庁
で
は
観
測
船
と
航
空
機
を
使
い
、
海
上
と

上
空
の
Ｃ
Ｏ
２

濃
度
も
調
べ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も

４
０
０ｐ
ｐ
ｍ
超
で
過
去
最
高
を
更
新
し
た
。

の
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点
と
鮮
や
か
な
色
彩
感
覚
で
描
か

れ
た
絵
画
が
多
数
集
ま
る
。
絵
を

見
た
人
が
「
か
け
が
え
の
な
い
地

球
環
境
」
を
未
来
に
残
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
い
く
。
そ

ん
な
催
し
だ
。
第
13
回
と
な
っ
た

２
０
１
５
年
度
は
全
国
か
ら
５
万

６
１
２
８
件
の
応
募
が
あ
っ
た
。

　
　

 　
　

　
　
　
　

　

事
業
が
世
界
に
与
え
る
影
響
の

　

世
界
最
大
の
タ
イ
ヤ
会
社
・
ゴ

ム
会
社
で
あ
る
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
グ

ル
ー
プ
は
26
カ
国
に
生
産
・
開
発

拠
点
を
持
ち
、
１
５
０
を
超
え
る

国
々
で
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　

従
業
員
数
は
14
万
４
０
０
０
人

超
。
２
０
０
２
年
、
多
様
な
状
況

下
で
働
く
全
従
業
員
が
軸
の
ぶ
れ

な
い
環
境
活
動
を
実
践
す
る
た
め

の
拠
り
所
と
し
て
グ
ル
ー
プ
共
通

の
「
環
境
理
念
」
を
掲
げ
た
。
２

０
１
１
年
に
時
代
の
変
化
に
対
応

し
、「
環
境
宣
言
」
と
し
て
内
容

を
改
訂
し
た
が
、『
未
来
の
す
べ

て
の
子
ど
も
た
ち
が
「
安
心
」
し

て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
…
』
と

い
う
同
社
の
思
い
を
示
す
フ
レ
ー

ズ
は
変
え
な
か
っ
た
。

　

そ
の
思
い
を
強
く
表
し
た
活
動

が
２
０
０
３
年
か
ら
毎
年
実
施
し

て
い
る
「
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
こ
ど
も

エ
コ
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
だ
。
子

ど
も
た
ち
か
ら
環
境
を
テ
ー
マ
に

し
た
作
品
を
募
集
し
、
自
然
の
大

切
さ
を
再
認
識
し
て
も
ら
う
。
大

人
が
思
い
も
よ
ら
な
い
純
粋
な
視

大
き
さ
を
認
識
し
、
２
０
５
０
年

を
見
据
え
た
環
境
長
期
目
標
も
策

定
し
て
い
る
。

　

だ
が
環
境
活
動
ば
か
り
に
偏
重

す
る
わ
け
で
は
な
い
。
同
社
の
技

術
を
ベ
ー
ス
に
顧
客
そ
し
て
社
会

の
多
様
な
課
題
に
解
決
策
を
提
供

す
る
こ
と
で
、
環
境
保
全
に
も
つ

な
げ
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ

の
代
表
例
が
、
商
品
単
体
で
は
な

く
複
数
の
商
品
あ
る
い
は
サ
ー
ビ

ス
を
組
み
合
わ
せ
、
顧
客
が
抱
え

る
課
題
を
解
決
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
だ
。

　

運
送
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
も
そ
の

一
つ
。
核
に
な
る
の
は
、
国
内
で

他
社
に
先
駆
け
本
格
的
に
事
業
化

し
た
リ
ト
レ
ッ
ド
技
術
。
使
用
済

み
タ
イ
ヤ
の
ト
レ
ッ
ド
（
接
地
部

分
）
を
取
り
除
き
、
新
た
に
ゴ
ム

を
加
硫
・
圧
着
し
て
使
用
す
る
も

の
だ
。
新
品
タ
イ
ヤ
、
リ
ト
レ
ッ

ド
タ
イ
ヤ
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
組

み
合
わ
せ
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
提
供

す
る
。
顧
客
の
経
済
性
を
向
上
さ

せ
る
と
同
時
に
省
資
源
や
Ｃ
Ｏ
２

削
減
な
ど
の
社
会
ニ
ー
ズ
に
も
応

え
る
。
ま
た
空
気
圧
が
ゼ
ロ
に
な

っ
て
も
所
定
の
ス
ピ
ー
ド
で
一
定

距
離
を
走
行
で
き
る
「
ラ
ン
フ
ラ

ッ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
採
用
タ
イ

ヤ
」
の
開
発
も
志
は
同
じ
だ
。
こ

れ
に
よ
り
未
使
用
の
ま
ま
廃
棄
さ

れ
る
こ
と
の
多
い
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ

が
不
要
に
な
る
。
コ
ス
ト
削
減
、

省
資
源
化
、
さ
ら
に
燃
費
向
上
に

よ
る
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
削
減
に
も
つ

な
が
る
。

　
　

 　
　

　
　
　
　

　

昨
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
で
は
地
球
温

暖
化
対
策
に
つ
い
て
の
「
パ
リ
協

定
」
が
採
択
さ
れ
、
企
業
に
は
よ

り
長
期
的
な
視
野
に
立
つ
環
境
活

動
が
求
め
ら
れ
た
。
持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
共
通
価
値
を
創

造
し
て
い
く
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
グ
ル

ー
プ
の
姿
勢
は
、
そ
の
国
際
的
要

請
に
応
え
て
い
る
よ
う
だ
。

　
「
顧
客
価
値
の
創
造
」
の
信
条

と
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち
が
安
心

で
き
る
よ
う
に
と
願
う
「
環
境
宣

言
」
の
両
輪
は
、
活
動
の
足
回
り

を
強
固
に
支
え
て
い
く
だ
ろ
う
。

顧客価値の創造を環境保全へ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
共
通
価
値
を
創
造

「
何
を
す
る
か
」
は
自
分
た
ち
で
決
め
る

 

ク
ラ
ブ
の
数
は
２
０
０
０
超

　

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
の
登

録
数
は
２
０
１
５
年
度
で
２

１
２
７
ク
ラ
ブ
、
12
万
２
１

２
９
名
。
ク
ラ
ブ
の
特
徴
の

一
つ
は
活
動
内
容
を
参
加
す

る
子
ど
も
が
自
ら
考
え
決
め

る
こ
と
だ
。
内
容
は
、
地
域

の
海
や
山
な
ど
自
然
環
境
に

特
化
し
た
も
の
か
ら
、
身
近

な
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
の
環
境
保

全
活
動
ま
で
さ
ま
ざ
ま
。

　
「
ク
ラ
ブ
に
は
サ
ポ
ー
タ

ー
の
大
人
が
１
名
参
加
す
れ

ば
子
ど
も
は
個
人
の
登
録
も

可
能
で
す
。
家
族
や
地
域
の

友
達
同
士
も
あ
り
、
学
校
単

位
だ
と
５
０
０
人
を
超
す
ク

ラ
ブ
も
あ
り
ま
す
」
と
事
務

局
の
東
尚
子
さ
ん
は
話
す
。

 

内
容
も
規
模
も
多
種
多
様

　

愛
媛
県
新
居
浜
市
で
活
動

す
る「
レ
イ
ン
ボ
ー
キ
ッ
ズ
」

は
４
人
き
ょ
う
だ
い
と
そ
の

両
親
が
サ
ポ
ー
タ
ー
で
参
加

す
る
家
族
単
位
の
ク
ラ
ブ
。

次
男
が
全
国
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
参
加
し
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
ク
ラ
ブ
の
活
動
が

活
発
に
な
っ
て
き
た
。
棚
田

の
野
菜
づ
く
り
や
四
万
十
川

の
生
き
物
観
察
な
ど
地
元
の

自
然
環
境
に
つ
い
て
の
知
識

を
深
め
る
と
と
も
に
、
食
卓

に
あ
が
る
食
べ
物
が
ど
こ
の

環境活動を推進する企業の物語

第15話　株式会社 ブリヂストン

 

継
続
が
自
信
に
つ
な
が
る

　

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
は
年

度
を
ま
た
い
だ
継
続
活
動
が

で
き
、
メ
ン
バ
ー
の
追
加
も

可
能
な
た
め
、
新
し
く
入
っ

た
子
ど
も
を
サ
ポ
ー
ト
し
な

が
ら
活
動
す
る
流
れ
が
自
然

と
生
ま
れ
る
。「
自
分
も
先

輩
の
よ
う
な
活
動
を
し
た

い
」「
年
下
の
子
に
教
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と

い
う
参
加
者
の
声
は
多
い
。

　

事
務
局
で
も
、
環
境
問
題

に
関
す
る
情
報
提
供
、
環
境

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
の
専
門

家
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
、
１

年
に
１
回
の
活
動
報
告
会
の

開
催
、
参
加
者
同
士
の
情
報

交
換
の
場
の
提
供
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
方
法
で
継
続
を
後

押
し
し
て
い
る
。
東
さ
ん
は

「
活
動
報
告
の
発
表
で
は
質

問
に
対
し
自
分
は
こ
う
思
う

と
自
身
の
意
見
を
し
っ
か
り

と
伝
え
ら
れ
る
子
が
多
い
」

と
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
感

嘆
す
る
。
経
験
の
積
み
重
ね

が
環
境
意
識
の
育
成
と
と
も

に
一
人
ひ
と
り
の
自
信
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

な
お
、
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ

ブ
の
活
動
は
、
参
加
者
か
ら

会
費
を
集
め
る
の
で
は
な

く
、
企
業
や
団
体
か
ら
の
支

援
や
イ
ベ
ン
ト
の
協
賛
金
な

ど
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い

る
。
東
さ
ん
は
「
企
業
の
Ｃ

Ｓ
Ｒ
（
社
会
的
責
任
）
に
も

つ
な
が
る
も
の
な
の
で
、
ぜ

ひ
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
」

と
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

茨
城
県
つ
く
ば
市
に
あ
る
国
立
環
境

研
究
所
は
、
幅
広
い
環
境
研
究
に
学
際

的
か
つ
総
合
的
に
取
り
組
む
国
内
唯
一

の
研
究
所
。１
９
７
４
年
の
発
足
以
来
、

多
く
の
環
境
問
題
の
解
決
に
向
け
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

　

こ
こ
で
は
毎
年
、
春
と
夏
の
２
回
、

施
設
を
一
般
公
開
し
研
究
活
動
を
紹
介

し
て
い
る
。
今
回
は「
春
の
環
境
講
座
」

と
題
し
て
先
の
４
月
23
日
に
開
か
れ
た

イ
ベ
ン
ト
を
取
材
し
た
。

　

初
め
て
研
究
所
を
訪
れ
る
と
東
京
ド

ー
ム
５
個
分
と
い
う
そ
の
広
さ
に
驚

く
。
そ
こ
で
ま
ず
は
、
今
回
の
企
画
展

の
全
容
が
わ
か
る
「
所
内
ガ
イ
ド
ツ
ア

ー
」
に
参
加
。
１
時
間
か
け
て
所
内
を

回
り
、
各
イ
ベ
ン
ト
へ
向
か
っ
た
。

　

最
初
は
研
究
者
と
参
加
者
が
語
り
合

う
少
人
数
の
座
談
会
形
式
の
催
し
「
エ

コ
カ
フ
ェ
」
に
参
加
。
こ
の
と
き
の
テ

ー
マ
は
環
境
問
題
の
古
典
と
さ
れ
る

『
沈
黙
の
春
』
の
著
者
レ
イ
チ
ェ
ル
・

カ
ー
ソ
ン
。
現
在
の
環
境
問
題
を
予
見

し
て
き
た
彼
女
の
半
生
を
学
ん
だ
。

　

会
場
を
移
り
、
体
験
イ
ベ
ン
ト
「
自

転
車
発
電
」
へ
。
ペ
ダ
ル
を
こ
ぎ
、
そ

の
回
転
で
発
電
さ
れ
る
量
を
競
う
。
参

加
後
は
自
分
の
発
電
量
が
記
載
さ
れ
た

表
彰
状
が
も
ら
え
る
。
発
電
に
ど
れ
だ

け
の
力
が
必
要
な
の
か
実
感
で
き
、
小

学
生
を
中
心
に
人
気
を
集
め
て
い
た
。

　

地
球
儀
型
立
体
モ
ニ
タ
ー
の
展
示
も

あ
っ
た
。
温
室
効
果
ガ
ス
の
濃
度
分
布

が
表
示
さ
れ
て
い
る
。そ
の
デ
ー
タ
は
、

温
室
効
果
ガ
ス
観
測
技
術
衛
星
「
Ｇ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｔ
」（
愛
称
：
い
ぶ
き
）
か
ら
受

信
し
た
も
の
だ
と
い
う
。

　

パ
ネ
ル
の
展
示
で
は
、
熱
帯
・
亜
熱

帯
沿
岸
の
現
在
の
自
然
環
境
を
説
明
す

る
も
の
が
あ
っ
た
。
サ
ン
ゴ
礁
の
多
く

が
衰
退
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
現
実
を

知
る
。
こ
こ
で
は
実
際
に
サ
ン
ゴ
の
骨

格
に
も
触
れ
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　

　

そ
し
て
今
回
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と

も
い
え
る
パ
リ
協
定
が
テ
ー
マ
の
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
パ
ネ
リ
ス
ト

に
は
専
門
家
に
加
え
地
元
の
高
校
生
も

参
加
し
た
。
司
会
者
の
質
問
に
○
×
で

答
え
、
疑
問
に
思
う
こ
と
は
質
問
用
紙

を
提
出
す
る
来
場
者
参
加
型
だ
。
映
像

企
画
「
２
０
５
０
年
の
天
気
予
報
」
や

「
パ
リ
協
定
」
採
択
の
瞬
間
な
ど
貴
重

な
映
像
も
流
さ
れ
、
環
境
問
題
を
身
近

に
感
じ
、
考
え
ら
れ
る
場
と
な
っ
た
。

　

最
後
に
参
加
し
た
の
は
、
土
壌
か
ら

の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
（
土
壌
呼
吸
）
の
様
子

が
体
感
で
き
る
ツ
ア
ー
。
日
本
の
森
林

に
あ
る
土
壌
有
機
物
の
量
は
世
界
的
に

み
て
も
多
い
と
い
う
。
温
暖
化
に
伴
い

森
林
生
態
系
が
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
源
に
な
る

の
か
、
放
出
源
に
な
る
の
か
、
解
明
す

る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
と
観
測
の
様
子
を

間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

次
の
一
般
公
開
は
７
月
23
日
。
敷
地

内
の
大
部
分
の
施
設
を
公
開
し
、
環
境

ミ
ニ
講
座
や
体
験
イ
ベ
ン
ト
な
ど
催
し

も
多
数
企
画
し
て
い
る
。

丸
ご
と
体
感
！
環
境
の
研
究
機
関

こくりつかんきょうけんきゅうしょ

住所◉茨城県つくば市小野川16-2 ／電話◉
029-850-2314（代表）／次回一般公開
◉7月23日「夏の大公開」9:30～16:00
（受付 15:00まで）入場無料／ホームペー
ジ◉ http://www.nies.go.jp/

環境体験型
施設ナビ

vol.05

子どもエコ活動 約１２万人が参加

国立研究開発法人 国立環境研究所

シリーズ

こどもエコクラブ
【第22回】

国
や
地
域
か
ら
来
た
の
か
調

べ
た
り
、
家
に
あ
る
ダ
ン
ボ

ー
ル
を
コ
ン
ポ
ス
ト
代
わ
り

に
し
て
肥
料
を
つ
く
る
な

ど
、
家
族
参
加
な
ら
で
は
の

活
動
だ
。

　

北
海
道
釧
路
市
の
「
こ
ど

も
エ
コ
ク
ラ
ブ
く
し
ろ
」は
、

子
ど
も
た
ち
に
郷
土
の
自
然

や
資
源
を
大
切
に
す
る
心
を

育
ん
で
ほ
し
い
と
設
立
さ
れ

た
。
学
校
や
年
齢
の
枠
を
超

え
て
地
域
の
子
ど
も
が
集
ま

る
。
主
な
活
動
の
場
は
釧
路

湿
原
国
立
公
園
や
阿
寒
国
立

公
園
。
昨
年
は
毎
月
１
〜
２

回
の
頻
度
で
公
園
に
足
を
運

び
、
自
然
観
察
や
清
掃
活
動

な
ど
を
実
施
し
た
。

　

新
潟
県
南
魚
沼
市
の
「
上

田
小
学
校
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
は

全
校
児
童
64
名
が
参
加
。
毎

年
６
月
の
遠
足
で
は
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
「
自
然
の
宝

物
」
探
し
を
実
施
す
る
。
青

空
や
残
雪
、
小
さ
な
滝
な
ど

を
宝
物
と
し
て
見
つ
け
、
そ

れ
を
発
表
す
る
。
ま
た
同
校

で
は
活
動
を
通
じ
て
地
域
を

越
え
た
他
校
と
の
交
流
も
積

極
的
に
行
っ
て
い
る
。

（山と溪谷社　900円＋税）

大地の五億年　せめぎあう土と生き物たち
藤井一至 著

　

辞
書
で
は
、
土
壌
つ
ま
り

「
土
」
を
「
岩
石
の
風
化
物
に

生
物
の
遺
体
や
そ
の
分
解
物
な

ど
の
有
機
物
が
混
じ
っ
て
」
で

き
た
も
の
と
し
て
い
る
。
土
の

成
り
立
ち
に
は
生
物
（
植
物
）

が
必
須
だ
っ
た
の
だ
。
厳
密
な

意
味
で
の
土
は
、
生
物
の
い
る

地
球
に
し
か
存
在
し
な
い
。

　

岩
石
の
よ
う
な
無
機
物
と
有

機
物
が
ど
の
よ
う
に
混
ざ
り
合

い
地
球
の
特
産
物
「
土
」
を
つ

く
り
出
し
た
の
か
。
生
成
さ
れ

た
土
か
ら
、
植
物
、
動
物
、
そ

し
て
ヒ
ト
は
ど
の
よ
う
に
生
き

る
糧
を
得
て
き
た
の
か
。
そ
の

地
球
の
特
産
物
「
土
」は
こ
ん
な
に
も
面
白
い

結
果
、
土
は
ど
う
変
貌
し
て
き

た
の
か
。
そ
う
し
た
土
と
生
き

物
の
長
い
歴
史
を
、
折
々
に
ユ

ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
解
き
明

か
し
て
い
く
。

　

著
者
は
土
壌
学
、
生
態
学
が

専
門
の
研
究
者
。
面
白
そ
う
な

土
と
生
物
を
求
め
て
熱
帯
雨
林

の
森
か
ら
永
久
凍
土
の
あ
る
極

地
ま
で
世
界
中
を
ス
コ
ッ
プ
片

手
に
飛
び
回
る
と
い
う
。
蚊
の

大
群
に
遭
遇
し
、
身
体
中
を
刺

さ
れ
な
が
ら
３
・
５
億
年
前
の

地
層
か
ら
樹
木
の
化
石
を
発
見

す
る
。
そ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も

披
露
し
て
い
る
。

　

土
壌
と
生
物
の
変
遷
に
関
連

し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
や
地
球

温
暖
化
な
ど
環
境
問
題
に
も
言

及
し
、
解
決
の
糸
口
も
示
す
。

「
過
酷
な
大
地
を
生
き
抜
い
て

き
た
生
き
物
た
ち
、
問
題
土
壌

を
克
服
し
て
き
た
先
人
た
ち
の

知
恵
は
、
土
と
う
ま
く
付
き
合

う
未
来
を
照
ら
し
て
い
る
」（
２

２
０
〜
２
２
１
頁
）。

Environmental Information

【写真上】パネル
展示物スペース。
展示物の内容を研
究者が解説。【中】
パリ協定をテーマ
にしたパネルディ
スカッション。司会
者の質問に○×で
答える来場者参加
型。【下】体験イ
ベント「自転車発
電」。ペダルをこ
ぎ発電量を競う。

地球儀型立体モニターには温室効果ガス
の濃度分布が表示されていた。

　
「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
は
１
９
９
５
年
に
環
境
省
が
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
、
子
ど
も
の
環
境
教
育
の
支

援
事
業
で
、
現
在
は
公
益
財
団
法
人 

日
本
環
境
協
会
の
自
主
事
業
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
対
象
は

３
歳
か
ら
高
校
生
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
。
環
境
活
動
に
参
加
し
た
い
と
い
う
意
思
が
あ
れ
ば
誰
で
も
無
料

で
参
加
し
、
協
会
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

１年に１回、全国のクラブが集まる「全国フェスティバル」で、
上田小学校エコクラブのメンバーも活動を報告した。

レインボーキッズが活動の様子を
まとめた壁新聞。

第１３回ブリヂストン大賞受賞作品

リトレッド技術を活用した運送ソリューション

廃棄
リサイクル

メンテナンス
サービス

ユーザー使用

ユーザー使用

メンテナンス
サービス

新品タイヤ

ユーザーの使用実態に合わせ「新品タ
イヤ」「リトレッド」「メンテナンス」を組
み合わせた最適プランを提供していく。

※ リトレッドとは使用済タイヤのトレッド
（接地部分）を取り除き、新たなト
レッドゴムを加硫・圧着するもの。

リトレッド

http://econews.jp/
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日本テクノ 営業拠点一覧

本
社
営
業
部

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
１ - 

25 -

１

札
幌
営
業
所

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
北
５
条
西
２ -

５

苫
小
牧
営
業
所

北
海
道
苫
小
牧
市
王
子
町
３ -

２ - 

23

秋
田
営
業
所

秋
田
県
秋
田
市
東
通
仲
町
４ -

１

盛
岡
営
業
所

岩
手
県
盛
岡
市
盛
岡
駅
西
通
２ -

９ -

１

仙
台
営
業
所

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
中
央
１ - 

６ -

35

郡
山
営
業
所

福
島
県
郡
山
市
駅
前
２ - 

10 - 

15

新
潟
営
業
所

新
潟
県
新
潟
市
中
央
区
弁
天
３ -

２ -

３

長
岡
営
業
所

新
潟
県
長
岡
市
今
朝
白
１ -

８  - 

18

高
崎
営
業
所

群
馬
県
高
崎
市
八
島
町
２
７
４

宇
都
宮
営
業
所

栃
木
県
宇
都
宮
市
大
通
り
２ -

４ -

３

小
山
営
業
所

栃
木
県
小
山
市
駅
東
通
り
１ -

６ -

９

水
戸
営
業
所

茨
城
県
水
戸
市
城
南
１ -

４ -

７

つ
く
ば
営
業
所

茨
城
県
つ
く
ば
市
竹
園
１ -

６ -

１

熊
谷
営
業
所

埼
玉
県
熊
谷
市
筑
波
２ - 

15

さ
い
た
ま
営
業
所

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
１ -

９ -

４

西
埼
玉
営
業
所

埼
玉
県
入
間
市
豊
岡
１ -

３ - 

18

柏

営

業

所

千
葉
県
柏
市
柏
４ -

８ - 

14

千
葉
営
業
所

千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
新
田
町
１ -

１

立
川
営
業
所

東
京
都
立
川
市
曙
町
２ - 

35 -

２

横
浜
営
業
所

神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区
新
横
浜
３ - 

19 - 

11

相
模
原
営
業
所

神
奈
川
県
相
模
原
市
中
央
区
鹿
沼
台
２ - 

17 - 

18

横
須
賀
営
業
所

神
奈
川
県
横
須
賀
市
小
川
町
14 -

１

藤
沢
営
業
所

神
奈
川
県
藤
沢
市
藤
沢
４
８
４ -

１

長
野
営
業
所

長
野
県
長
野
市
栗
田
１
０
０
０ -

１

松
本
営
業
所

長
野
県
松
本
市
深
志
２ -

５ -

２

甲
府
営
業
所

山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
２ - 

29 -

４

沼
津
営
業
所

静
岡
県
沼
津
市
大
手
町
３ -

８ - 

23

静
岡
営
業
所

静
岡
県
静
岡
市
葵
区
紺
屋
町
17 -

１

浜
松
営
業
所

静
岡
県
浜
松
市
中
区
板
屋
町
１
１
１ -

２

岡
崎
営
業
所

愛
知
県
岡
崎
市
唐
沢
町
11 -

５

名
古
屋
営
業
所

愛
知
県
名
古
屋
市
東
区
葵
３ - 

15 - 

31

金
沢
営
業
所

石
川
県
金
沢
市
本
町
２ - 

15 -

１

岐
阜
営
業
所

岐
阜
県
岐
阜
市
橋
本
町
２ -

８

滋
賀
営
業
所

滋
賀
県
彦
根
市
佐
和
町
11 - 

30

三
重
営
業
所

三
重
県
四
日
市
市
鵜
の
森
１ -

３ - 

20

京
都
営
業
所

京
都
府
京
都
市
中
京
区
烏
丸
通
御
池
下
ル
虎
屋
町
５
６
６ -

１

大
阪
営
業
所

大
阪
府
大
阪
市
北
区
西
天
満
４ - 

14 -

３

堺

営

業

所

大
阪
府
堺
市
堺
区
南
花
田
口
町
２ -

３ - 

20 

神
戸
営
業
所

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区
磯
上
通
８ -

３ -

５

姫
路
営
業
所

兵
庫
県
姫
路
市
南
駅
前
町
１
０
０

島
根
営
業
所

島
根
県
松
江
市
御
手
船
場
町
５
５
３ -

６

岡
山
営
業
所

岡
山
県
岡
山
市
北
区
下
石
井
２ -

１ - 

18

広
島
営
業
所

広
島
県
広
島
市
東
区
若
草
町
12 -

１

山
口
営
業
所

山
口
県
山
口
市
小
郡
高
砂
町
２ -

７

高
松
営
業
所

香
川
県
高
松
市
サ
ン
ポ
ー
ト
２ -

１

松
山
営
業
所

愛
媛
県
松
山
市
一
番
町
３ -

３ -

３

北
九
州
営
業
所

福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
北
区
浅
野
２ - 

14 -

１

福
岡
営
業
所

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
１ -

２ -

５

大
分
営
業
所

大
分
県
大
分
市
末
広
町
１ -

１ - 

18

長
崎
営
業
所

長
崎
県
長
崎
市
桜
町
５ -

３

熊
本
営
業
所

熊
本
県
熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
２ -

１ - 

24

鹿
児
島
営
業
所

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
中
央
町
18 -

１

沖
縄
営
業
所

沖
縄
県
沖
縄
市
上
地
１ -

１ -

１

０
１
２
０
ー

３
０
８
ー

５
１
２
受
付 

９
時
30
分
〜
17
時
00
分
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

8
面
「
環
境
問
題
常
識
テ
ス
ト
」
の
答
え 

◎ 

Ｑ
１
：
c  

／ 

Ｑ
２
：
a 

／ 

Ｑ
３
：
b 

／ 

Ｑ
４
：
d 

Come on NewFace新 卒 者 採 用 情 報

●入社のきっかけ
幼少の頃より始めたサッカ
ーで、大学ではJリーグを
目指せる実力を認められ主
将を任されていたため、就
職は押さえ程度で考えてい
ました。3社の説明会に参
加し、面接を受けたのは、
興味を持った日本テクノだ
け。でもサッカーのことも
あり中途半端な気持ちを
見透かされ注意を受けまし
た。そのとき素直に謝罪し、
もう一度チャンスをもらい
入社できたんです。今は膝
のけがもありサッカーへの
未練はありません。

●入社してみて
多くの研修を通して、自分
自身が非常に成長したと実
感しています。社外研修で
は時間や規律を徹底的に指
導され、今までの自分のい
い加減さを痛感しました。
自分が嫌になり逃げること
も考えましたが、同期のメ
ンバーに支えられ、乗り越
えられました。営業所の先
輩も優しく、丁寧に教えて
いただき、確実に成長して
いる自分を感じます。入社
3年目。早く主任になって、
副所長から所長へと昇格し
ていきます。

　

今
回
は
大
阪
第
一
営
業
所
の
班
長
・
吉
本
祐
大
の
一
日
。
手
違
い
に
対
す
る
助
言

の
連
絡
を
も
ら
っ
た
ユ
ー
ザ
ー
へ
、
勇
気
を
持
っ
て
訪
問
す
る
と
、
誠
意
を
認
め
ら

れ
、
ほ
か
の
会
社
の
紹
介
が
も
ら
え
た
。
臆
せ
ず
前
に
進
む
入
社
３
年
目
。

追
手
門
学
院
大
学
経
営
学
部
卒
業 

２
０
１
４
年
４
月
入
社

営
業
本
部　

西
日
本
営
業
部大阪

第
一
営
業
所　

班
長

採用係問い合わせ先

日本テクノ株式会社
管理部 採用窓口

0120-308-412
（受付時間 平日９:30～17:00）

k.saiyou@n-techno.co.jp

吉
本
祐
大

ONE
DAY

先輩社員の一日

営業活動の研修では、アフターサービスのロールプレイングが繰り返し行われた。

　

２
０
１
６
年
４
月
14
日
21
時

26
分
、
熊
本
県
で
震
度
７
の
地

震
が
発
生
し
た
。
日
本
テ
ク
ノ

の
情
報
拠
点
「
テ
ク
ノ
・
サ
テ

ラ
イ
ト
・
オ
フ
ィ
ス
」
に
あ
る

監
視
セ
ン
タ
ー
に
は
、
ユ
ー
ザ

ー
電
気
設
備
か
ら
の
停
電
信
号

が
59
件
入
っ
た
。
１
０
０
件
未

満
な
ら
、
夜
間
で
も
シ
フ
ト
勤

務
者
の
み
で
の
対
応
が
可
能

で
、
冷
静
に
正
確
な
情
報
収
集

日
本
テ
ク
ノ
は
そ
の
と
き
│
│

を
進
め
て
い
っ
た
。
翌
朝
に
は

わ
ず
か
数
件
を
残
す
の
み
で
ほ

と
ん
ど
が
電
力
会
社
の
自
動
再

送
電
な
ど
に
よ
り
復
旧
で
き
た

こ
と
を
確
認
し
た
。

　

一
段
落
と
思
え
た
４
月
16
日

深
夜
。
本
震
と
さ
れ
る
震
度
７

の
揺
れ
が
再
び
熊
本
地
方
を
襲

う
。
そ
の
瞬
間
に
入
っ
た
停
電

信
号
は
４
２
９
件
。
２
日
前
と

比
べ
文
字
通
り
桁
違
い
の
件
数

に
達
し
た
緊
急
情
報
だ
っ
た
。

そ
の
対
応
に
最
善
を
尽
く
す
た

め
増
員
を
決
断
し
た
。

　

監
視
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
、

よ
り
正
確
な
情
報
収
集
を
行

い
、
原
因
特
定
が
で
き
な
い
案

件
を
現
地
に
伝
え
、
電
気
管
理

技
術
者
に
現
場
対
応
を
依
頼
す

る
こ
と
に
あ
る
。
本
震
の
あ
っ

た
16
日
の
朝
に
は
電
力
会
社
の

設
備
復
旧
で
約
３
０
０
件
は
復

電
し
た
と
の
確
認
が
と
れ
た
。

残
り
約
１
３
０
件
の
確
認
作
業

を
進
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

だ
が
大
規
模
な
自
然
災
害
が

発
生
し
た
場
合
に
は
、
電
力
会

社
に
も
連
絡
が
つ
か
な
く
な

る
。
そ
こ
で
、
後
述
す
る
現
地

対
策
本
部
と
の
連
絡
や
ユ
ー
ザ

ー
と
の
や
り
取
り
で
慎
重
に
情

報
を
集
め
て
い
く
。
余
震
が
続

く
現
地
。
気
が
抜
け
な
い
緊
張

感
を
強
い
ら
れ
な
が
ら
正
確
な

情
報
を
入
手
し
、
次
の
対
応
部

署
に
つ
な
い
で
い
っ
た
。
そ
う

し
た
陰
な
が
ら
の
努
力
の
甲
斐

も
あ
り
、
本
震
か
ら
４
日
後
に

は
未
復
旧
件
数
は
１
桁
ま
で
下

が
っ
て
い
っ
た
。

　

平
常
時
の
監
視
セ
ン
タ
ー

は
、
電
気
設
備
の
復
旧
に
あ
た

っ
て
情
報
を
取
り
ま
と
め
指
示

を
発
信
す
る
司
令
塔
の
よ
う
な

部
署
に
な
る
。
だ
が
、
大
規
模

災
害
時
に
は
被
害
状
況
の
把
握

が
困
難
に
な
る
た
め
、
保
安
部

が
現
地
に
災

害
対
策
本
部

を
設
置
し
、

監
視
セ
ン
タ

ー
と
連
絡
を
取
り
合
い
な
が

ら
、
復
旧
を
進
め
る
体
制
を
と

る
。
今
回
の
熊
本
地
震
で
も
最

初
の
地
震
が
あ
っ
た
翌
日
に
は

対
策
本
部
を
設
置
し
た
。
こ
の

流
れ
は
、
東
日
本
大
震
災
の
経

験
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
。

　

監
視
セ
ン
タ
ー
で
も
、
東
日

本
大
震
災
を
経
験
し
た
メ
ン
バ

ー
が
、
ど
の
時
間
帯
の
シ
フ
ト

で
も
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
よ
う

な
人
員
構
成
を
と
り
、
緊
急
の

事
態
に
備
え
て
い
る
。

Ａ
社
訪
問
。
２
つ
の
新
サ
ー

ビ
ス
を
プ
レ
ゼ
ン
。
現
在
、

ほ
か
の
業
者
か
ら
電
気
を
購

入
し
て
い
る
企
業
だ
が
、
新

サ
ー
ビ
ス
な
ら
提
供
で
き

る
。
検
討
し
て
も
ら
う
と
の

返
答
を
受
け
退
出
。

昼
食
。
時
間
配
分
を
考
え
、

早
め
の
ラ
ン
チ
。
好
物
の
ラ

ー
メ
ン
で
ス
タ
ミ
ナ
補
強
。

顧
客
の
メ
ー
ル
に
返
信
。

Ｂ
社
訪
問
。
漏
電
デ
ー
タ
の

活
用
方
法
を
要
望
さ
れ
る
。

11:0011:5012:4013:00

出
社
。
資
料
作
成
、
メ
ー
ル

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
。

全
体
朝
礼
。
身
だ
し
な
み
チ

ェ
ッ
ク
、
声
出
し
、
所
長
ス

ピ
ー
チ
な
ど
。営
業
所
朝
礼
。

各
人
の
本
日
の
目
標
発
表
。

書
類
の
準
備
。

営
業
活
動
に
出
発
。

現
状
に
は
な
い
サ
ー
ビ
ス
だ

が
、
確
認
と
検
討
を
し
た
い

と
告
げ
、宿
題
に
持
ち
帰
る
。

Ｃ
社
訪
問
。
手
数
料
の
抜
け

で
追
加
請
求
が
あ
り
今
後
注

意
し
て
ほ
し
い
と
の
連
絡
を

受
け
た
企
業
。
ア
ポ
イ
ン
ト

は
な
か
っ
た
が
顔
を
出
す
。

運
良
く
話
が
で
き
、
誠
意
は

認
め
ら
れ
、
目
の
前
で
知
り

合
い
の
会
社
に
連
絡
し
て
く

れ
て
、
紹
介
が
得
ら
れ
た
。

営
業
所
へ
戻
る
。
16
時
か
ら

14:00

の
勉
強
会
に
備
え
、
い
つ
も

よ
り
早
め
の
帰
社
。

勉
強
会
。
今
日
の
テ
ー
マ
は

「
更
新
契
約
」。
７
年
間
の
リ

ー
ス
期
間
が
満
了
に
な
っ
た

顧
客
へ
の
更
新
契
約
商
談
の

進
め
方
や
注
意
点
の
共
有
。

講
師
は
所
長
。
７
年
と
い
え

ば
、
自
分
が
入
社
す
る
前
か

ら
日
本
テ
ク
ノ
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
る
企
業
。
大

切
に
丁
寧
に
対
応
す
る
こ
と

を
共
有
す
る
。

終
礼
。
本
日
の
成
果
報
告
と

営
業
進
捗
状
況
の
確
認
。
今

日
は
水
曜
日
で
「
日
本
テ
ク

ノ
子
ど
も
の
日
」
と
名
づ
け

ら
れ
た
ノ
ー
残
業
Ｄ
Ａ
Ｙ
。

定
時
帰
宅
で
明
日
の
精
気
を

養
う
ぞ
。

研修着々─2016年度新卒入社組─

Techno View日 本 テ クノ 社 内 情 報

夏から秋にかけ７つの出展を計画

展
示
会

300回を突破！！

　

日
本
テ
ク
ノ
が
提
供
す
る
テ
レ

ビ
番
組
「
省
エ
ネ
の
達
人　

企
業

編
」（
Ｂ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
に
て
毎
週

水
曜
夜
９
時
54
分
か
ら
放
映
中
）

が
２
０
１
６
年
３
月
30
日
で
、
放

送
３
０
０
回
を
迎
え
た
。
さ
ら
に

こ
の
７
月
で
、
放
送
開
始
か
ら
７

年
目
に
突
入
。
毎
週
欠
か
す
こ
と

な
く
放
送
を
続
け
、
事
業
活
動
に

携
わ
る
人
を
は
じ
め
一
般
視
聴
者

か
ら
も
支
持
を
得
る
長
寿
番
組
に

な
っ
て
い
る
。

　

番
組
で
は
２
０
１
０
年
７
月
の

放
送
開
始
以
来
、
全
国
各
地
で
省

エ
ネ
活
動
に
取
り
組
む
企
業
を
取

材
。
２
０
１
４
年
２
月
か
ら
は
タ

レ
ン
ト
の
浜
口
順
子
さ
ん
が
省
エ

ネ
調
査
員
を
務
め
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
39
の
都
道
府
県
を
訪
れ
、
達

人
た
ち
の
省
エ
ネ
術
を
紹
介
し
て

き
た
。
そ
の
功
績
は
高
く
評
価
さ

れ
、
日
本
民
間
放
送
連
盟
発
表
の

「
青
少
年
に
見
て
も
ら
い
た
い
番

組
」
に
Ｂ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
か
ら
過
去

５
度
選
出
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
の
取

り
組
み
を
紹
介
す
る
予
定
。
小
さ

な
工
夫
が
大
き
な
効
果
を
生
ん
で

会
社
の
文
化
と
し
て
定
着
し
た
運

用
改
善
、
大
幅
な
削
減
に
つ
な
が

っ
た
設
備
改
善
、
社
員
の
意
識
改

善
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
波
及

効
果
な
ど
世
に
広
め
る
べ
き
省
エ

ネ
の
ワ
ザ
を
発
掘
し
て
い
く
。

　

放
送
３
０
０
回
を
記
念
し
番
組

連
動
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
も
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
。

放
送
開
始
か
ら
７
年
目第300回の放送は、滋賀県草津市にある「みのり保育園」

の省エネ術を紹介した。

人
た
ち
の
省
エ
ネ
術
を
紹
介
し
て

き
た
。
そ
の
功
績
は
高
く
評
価
さ

れ
、
日
本
民
間
放
送
連
盟
発
表
の

「
青
少
年
に
見
て
も
ら
い
た
い
番

き
た
。
そ
の
功
績
は
高
く
評
価
さ

れ
、
日
本
民
間
放
送
連
盟
発
表
の

　

４
月
14
日
か
ら
は
２
週
間

に
わ
た
る
社
内
研
修
が
始
ま

り
、
日
本
テ
ク
ノ
の
歴
史
や

各
部
署
の
役
割
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
。

　

電
力
事
業
部
か
ら
は
、
日

本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
盤
を
支

え
る
基
幹
産
業
と
し
て
活
動

し
て
い
る
こ
と
や
電
力
安
定

供
給
の
重
要
性
に
つ
い
て
の

講
義
。
保
安
部
か
ら
は
「
日

本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電
協
」

と
の
関
係
性
や
安
全
を
重
視

し
た
保
安
業
務
に
つ
い
て
案

内
さ
れ
た
。

　

技
術
サ
ー
ビ
ス
部
の
研
修

で
は
、
実
際
に
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ

Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｅ

Ｒ
（
ス
マ

ー
ト
メ
ー

タ
ー
） 

Ｅ

Ｒ
Ｉ
Ａ
や
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ

Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
（
ス
マ
ー
ト
ク
ロ

ッ
ク
）
を
操
作
し
て
使
用
法

を
学
ん
だ
。
営
業
活
動
の
研

修
で
は
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ

ス
「
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
」
の
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
ン
グ
も
繰
り
返
し
行

い
、
現
場
を
具
体
的
に
イ
メ

ー
ジ
し
た
。
社
有
車
を
利
用

し
て
営
業
を
行
う
た
め
、
丸

１
日
を
使
っ
て
安
全
運
転
講

習
も
受
け
た
。
最
終
日
に
は

合
計
約
１
カ
月
間
の
研
修
を

振
り
返
り
、
一
人
ひ
と
り
が

「
私
の
抱
負
」
を
述
べ
、
今

後
の
決
意
を
新
た
に
し
た
。

　

新
入
社
員
研
修
を
担
当
し

た
営
業
企
画
部
の
三
輪
竹
英

部
長
は
「
社
会
人
と
し
て
の

基
礎
を
し
っ
か
り
身
に
つ
け

て
い
る
人
こ
そ
が
成
功
す

る
。
当
社
は
そ
の
プ
ロ
セ
ス

も
含
め
て
研
修
を
行
う
。〝
企

業
は
人
な
り
〞」
と
、
こ
れ

か
ら
全
国
の
営
業
所
に
配
属

さ
れ
る
新
入
社
員
に
エ
ー
ル

を
送
っ
た
。

　

続
く
５
月
か
ら
は
沖
縄

で
、
現
場
に
沿
っ
た
電
話
応

対
な
ど
の
２
週
間
の
長
期
出

張
研
修
。
休
日
を
利
用
し
た

ダ
イ
ビ
ン
グ
へ
の
参
加
や
観

光
な
ど
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
も
挟

み
、
そ
の
力
を
生
か
し
な
が

ら
研
修
に
取
り
組
ん
だ
。

と
激
励
の
言
葉
を
受
け
、
翌

週
か
ら
管
理
者
養
成
学
校
へ

入
校
。
規
則
正
し
い
生
活
と

規
律
を
通
し
て
行
動
力
を
鍛

え
、
挨
拶
や
礼
儀
な
ど
社
会

人
と
し
て
の
基
礎
を
学
ん

だ
。
８
日
間
の
集
中
合
宿
を

終
え
、
本
社
に
戻
っ
て
き
た

新
入
社
員
の
表
情
は
、
入
社

式
の
頃
と
は
異
な
り
、
た
く

ま
し
く
成
長
し
て
い
た
。

　

２
０
１
６
年
４
月
１
日
、

本
社
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
に
て

「
２
０
１
６
年
度 

入
社
式
」

が
執
り
行
わ
れ
た
。
今
年
度

は
営
業
部
65
名
、
保
安
部
４

名
、技
術
サ
ー
ビ
ス
部
２
名
、

テ
ク
ノ
・
サ
テ
ラ
イ
ト
・
オ

フ
ィ
ス
３
名
、
日
本
テ
ク
ノ

エ
ン
ジ
２
名
、
計
76
名
の
新

入
社
員
が
入
社
し
た
。

　

馬
本
英
一
社
長
よ
り
歓
迎

▲業務内容から電力安定供給の重要性まで詳細な講義がなされた。

▲沖縄研修では休日を利用した体験ダイビングへの参加も用意。

▲営業には社有車を利用するため安全運転講習も大切な研修項目。

▲技術サービス部の研修では、ＥＲＩＡモニターなどの実機も操作。

基
礎
か
ら
徹
底
「
企
業
は
人
な
り
」

日本テクノでは７月から10月にかけて以下７つの催事へ出展を予定している。「見える化」のサービスに直接触れられる絶好の機会だ。

日程：7月5日（火）～6日（水）
会場：パシフィコ横浜
主催：綜合ユニコム 株式会社ほか

フューネラルビジネスフェア2016
日程：9月7日（水）～9日（金）
会場：岡山ロイヤルホテル
主催：社会福祉法人 日本保育協会 青年部

第38回全国青年保育者会議 岡山大会

日程：7月7日（木）～8日（金）
会場：秋葉原クロスフィールド　アキバ・スクエア
主催：株式会社 モトヤ

モトヤコラボレーションフェア2016東京
日程：10月13日（木）～15日（土）
会場：諏訪湖畔　諏訪湖イベントホール
主催：諏訪圏工業メッセ2016実行委員会

諏訪圏工業メッセ2016

日程：7月22日（金）～23日（土）
会場：明石市立産業交流センター
主催：株式会社 姫路モトヤ

姫路モトヤ総合印刷機材展2016
日程：10月26日（水）～29日（土）
会場：ポートメッセなごや
主催：メッセナゴヤ実行委員会

メッセナゴヤ2016
日程：9月7日（水）～8日（木）
会場：ソラリアステージ6階　西鉄ホール
主催：一般社団法人 九州ホテル協会

九州レジャーホテルEXPO2016

成長した自分を実感

08:4509:3010:00

16:0018:00

15:00

09:00

熊本県を中心とする地震により被災された方々へ、心からお見舞い申し上げます。
一日も早い復旧をお祈りするとともに、私どもにできる支援を続けてまいります。

テクノ・サテライト・オフィス内

監視センター
熊
本
地
震

停
電
信
号
14
日
59
件
、
16
日
４
２
９
件

テクノ・サテライト・オフィスにある監視センター。
ユーザーの電気設備から自動通報される警報情報
を24時間体制で受信している。通常、情報を受
けた緊急対応オペレーターは直ちにユーザーへ連
絡。設備担当の電気管理技術者へも通報する。通
報を受けた電気管理技術者は内容を確認し、的確
な状況判断により各所と連携しながら緊急応動の体
制を整え、設備の復旧にあたる。

震災対応
Report

監視センター

運営方針
1． 繋がる、正確、迅速
対応を励行して、高
品質、高効率を求め
続ける。

2． エレクトリックセキュリ
ティー分野で、トップ
ランナーの地位を確
立する。

運営理念
一、  利他の心を最優先
し、眠らない会社
のコンセプトを守り、
発展させ、後世に
脈々と伝えていく。

一、  お客様の目線に立っ
た対応を、常に行い、
感謝の気持ちを忘れ
ない。

http://www.n-techno.co.jp/company/network/index.html
http://recruit.n-techno.co.jp/
http://cubicle-hoan.jp/
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東京都目黒区 ◎ 川上ビル

　

東
急
東
横
線
の
都
立
大
学
駅

前
に
あ
る
川
上
ビ
ル
。
飲
食
店

や
整
骨
院
な
ど
が
入
居
す
る
５

階
建
て
の
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
だ
。

　

日
本
テ
ク
ノ
の
電
気
管
理
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
始
め
た
の
は

約
７
年
前
。
そ
れ
ま
で
委
託
し

て
い
た
技
術
者
が
急
な
病
に
倒

れ
、
後
任
を
探
し
て
い
る
と
き

タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
飛
び
込
み
の

営
業
担
当
者
が
訪
れ
た
。

　
「
あ
ま
り
大
き
な
規
模
の
ビ

ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ

で
も
日
本
テ
ク
ノ
さ
ん
は
親
身

に
な
っ
て
対
応
し
て
く
れ
て
、

費
用
も
以
前
よ
り
安
く
な
る
と

わ
か
っ
た
ん
で
す
」
と
オ
ー
ナ

ー
の
川
上
憲
司
さ
ん
は
採
用
を

決
め
た
。
そ
の
後
、
１
・
２
階

の
テ
ナ
ン
ト
が
入
れ
替
わ
る

際
、
電
気
設
備
の
増
設
な
ど
が

必
要
に
な
り
、
そ
れ
を
機
に
エ

コ
テ
ナ
ン
ト
の
サ
ー
ビ
ス
を
導

入
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
テ
ナ
ン
ト
へ
の
電

気
料
金
の
請
求
管
理
は
川
上
さ

ん
が
自
ら
行
っ
て
い
た
。
ま
ず

技
術
者
の
電
気
設
備
点
検
時
に

請求管理の手間や心労が解消
入金のタイムラグによる資金融通の心配も過去のことに

神奈川県横須賀市 ◎ 心の会福祉館

庶務主任の惣田由美さん（左）と
通所介護課課長の馬賀清子さん。

川上憲司さん

品
の
並
ぶ
フ
ロ
ア
は
逆
に

低
い
と
い
う
つ
く
り
に
な

っ
て
い
る
。
以
前
は
商
品

フ
ロ
ア
に
エ
ア
コ
ン
が
あ

り
、
入
口
付
近
に
は
シ
ー

リ
ン
グ
フ
ァ
ン
だ
け
が
設

置
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
状

況
で
は
店
の
奥
を
寒
い
ほ

ど
の
温
度
設
定
に
し
て
も

入
口
付
近
に
回
る
冷
気
は

少
な
く
、
特
に
レ
ジ
待
ち

の
利
用
客
に
は
暑
い
思
い

を
さ
せ
て
い
た
。

　

そ
れ
を
今
回
の
改
装

で
、
６
台
の
エ
ア
コ
ン
を

入
口
付
近
に
設
置
。
そ
ち

ら
に
冷
気
を
送
ら
な
く
て

も
よ
く
な
っ
た
奥
の
商
品

フ
ロ
ア
は
、
冷
蔵
ケ
ー
ス

も
あ
る
こ
と
か
ら
エ
ア
コ

ン
の
稼
働
を
止
め
て
も
十

分
に
快
適
性
を
保
て
る
よ

う
に
な
っ
た
。

「木村チェーン 宇和店」
店舗の構造に合わせて省エネ！　エアコンの配置と使い方を見直しました

【第 265回】2015 年 7月29日放送分
　

店
舗
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
合
わ
せ
、
新
規
の
エ
ア

コ
ン
を
６
台
設
置
し
た
と

こ
ろ
、
既
存
の
８
台
は
稼

働
し
な
く
て
も
よ
く
な
っ

た
。
そ
ん
な
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
が
愛
媛
県
西
予

市
の
「
木
村
チ
ェ
ー
ン 

宇
和
店
」。
特
殊
な
構
造

を
考
慮
し
た
配
置
が
成
功

を
導
い
た
例
だ
。

　

こ
の
店
は
、
入
口
の
天

井
が
高
く
、
そ
の
奥
の
商

構造に合わせエアコン配置

間
に
は
、
水
を
霧
状
に
降

ら
せ
る
ミ
ス
ト
散
布
が
施

さ
れ
冷
却
効
果
を
上
げ

る
。
番
組
内
で
温
度
を
測

っ
た
と
こ
ろ
、
日
光
が
直

射
す
る
部
分
は
計
測
器
が

56
℃
を
表
示
し
、
ケ
ア
さ

れ
て
い
る
部
分
は
25
・
１

℃
だ
っ
た
。

　

最
初
は
エ
ア
コ
ン
の
室

外
機
に
小
さ
な
日
よ
け
を

つ
く
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ

た
。
そ
れ
を
も
っ
と
効
果

的
に
し
よ
う
と
屋
上
全
体

に
覆
い
を
広
げ
て
い
っ

た
。
以
前
、
屋
上
の
真
下

に
あ
る
食
堂
は
エ
ア
コ
ン

の
設
定
温
度
を
18
℃
に
し

て
快
適
性
を
保
っ
て
い
た

が
、
現
在
は
28
℃
で
十
分

に
な
っ
た
。
屋
上
は
今
、

社
内
の
オ
ア
シ
ス
に
な
っ

て
い
る
。　

「秋山錠剤 株式会社」
屋上全体のオアシス化で省エネ！　驚きの冷却効果で快適な空間を実現しました

【第 272回】2015 年 9月16日放送分
　

エ
ア
コ
ン
の
負
荷
を
下

げ
効
率
的
な
運
用
を
す
る

た
め
取
り
組
ん
だ
活
動
が

従
業
員
の
集
ま
る
憩
い
の

場
づ
く
り
に
な
っ
た
│
│

そ
ん
な
ユ
ニ
ー
ク
な
省
エ

ネ
を
行
っ
て
い
る
の
が
、

東
京
都
品
川
区
に
あ
る
秋

山
錠
剤 

株
式
会
社
だ
。

　

会
社
の
屋
上
は
、
ほ
ぼ

全
面
が
遮
光
ネ
ッ
ト
で
覆

わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
日

の
光
が
和
ら
げ
ら
れ
た
空

憩いの場を生んだ省エネ

な
状
況
で
も
、
素
早
く
省

エ
ネ
が
で
き
る
体
制
を
整

え
た
の
が
茨
城
県
水
戸
市

に
あ
る
和
風
レ
ス
ト
ラ
ン

「
薫
風 

梅
み
月
」
だ
。

　

こ
こ
で
活
用
し
て
い
る

の
は
イ
ン
カ
ム
。
店
長
を

は
じ
め
ス
タ
ッ
フ
全
員
が

装
着
し
、
常
に
情
報
を
共

有
し
て
い
る
。
電
力
ピ
ー

ク
を
知
ら
せ
る
機
器
の
近

く
に
い
る
ス
タ
ッ
フ
が
、

店
長
あ
て
に
「
ピ
ー
ク
で

す
」
と
連
絡
す
る
と
、
店

長
は
エ
ア
コ
ン
操
作
パ
ネ

ル
近
く
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

で
作
業
す
る
ス
タ
ッ
フ
に

あ
ら
か
じ
め
決
め
て
い
た

エ
ア
コ
ン
を
切
る
よ
う
指

示
を
出
す
。
こ
う
し
た
連

携
プ
レ
ー
に
よ
り
、
電
力

ピ
ー
ク
を
確
実
に
抑
え
て

い
る
。

「薫風 梅み月」
スタッフの華麗な連携プレー！　3段階のスピーディーな情報伝達で省エネ

【第 306回】2016 年 5月11日放送分
　

複
数
台
の
エ
ア
コ
ン
稼

働
が
重
な
る
と
電
力
ピ

ー
ク
を
押
し
上
げ
て
し

ま
う
。
だ
が
、
店
舗
が
広

く
、
ピ
ー
ク
を
知
ら
せ
る

機
器
と
エ
ア
コ
ン
の
操
作

パ
ネ
ル
が
離
れ
た
場
所
に

あ
り
、
さ
ら
に
指
示
を
出

す
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
も

店
内
を
動
き
回
っ
て
い
る

場
合
、
一
時
的
に
エ
ア
コ

ン
を
止
め
る
な
ど
の
対
処

が
遅
れ
て
し
ま
う
。
そ
ん

エアコン操作の連携プレー

泊
客
は
、
カ
ー
テ
ン
を
閉

じ
、
照
明
を
落
と
し
た
部

屋
に
案
内
さ
れ
る
。
明
か

り
を
求
め
て
カ
ー
テ
ン
を

開
け
る
と
、
そ
の
向
こ
う

に
広
が
る
青
い
海
の
景
色

が
目
に
飛
び
込
ん
で
く

る
。「
オ
ー
シ
ャ
ン
ビ
ュ

ー
サ
プ
ラ
イ
ズ
」
と
呼
ば

れ
る
こ
の
ホ
テ
ル
な
ら
で

は
の
演
出
で
あ
る
。
ほ
と

ん
ど
の
人
が
雄
大
な
情
景

に
息
を
の
む
。

　

実
は
こ
の
演
出
が
、
そ

の
ま
ま
省
エ
ネ
効
果
を
生

ん
で
い
る
。
客
室
へ
差
し

込
む
日
の
光
を
カ
ー
テ
ン

で
遮
っ
て
お
く
こ
と
で
、

室
温
の
上
昇
を
防
ぎ
、
エ

ア
コ
ン
の
負
荷
は
減
ら
せ

る
。
照
明
を
抑
え
て
お
け

ば
、
電
力
使
用
量
が
低
減

で
き
る
こ
と
も
自
明
だ
。

「OCEAN RESORT えぐち家」
ホテルの魅力を最大限に活用！　お客様へのサプライズ演出で省エネを実現

【第 261回】2015 年 7月1日放送分
　

全
19
室
あ
る
部
屋
か
ら

は
も
ち
ろ
ん
、
ロ
ビ
ー
や

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
館
内
の

あ
ら
ゆ
る
場
所
か
ら
東
シ

ナ
海
の
美
し
い
景
色
を
眺

め
ら
れ
る
ホ
テ
ル
。
こ
こ

で
は
、
そ
の
景
観
を
活
用

し
た
省
エ
ネ
術
を
実
践
し

て
い
る
。
鹿
児
島
県
日
置

市
に
あ
る
「
Ｏ
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｎ 

Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ｔ 

え
ぐ
ち

家
」
だ
。

　

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
後
、
宿

驚きの演出が省エネに

番組バックナンバー配信中
http://eco-tatsujin.jp/

休館なしで空調設備を全面改修
燃料切れの不安も解消、タンク撤去で活用可能な空きスペースも

エコテナントユーザーレポートエコテナントユーザーレポート

「省エネの達人」に学ぶエコノウハウ
　BS ジャパン（BS デジタル 7ch テレビ東京系）
にて毎週水曜夜 9 時 54 分から放映中の「省エネ
の達人　企業編」。この番組で紹介されたエコノ
ウハウを紹介していく。今回はユニークな方法で
夏のエアコン稼働の省エネに成功している企業を
集めた。それぞれの「達人の技」を参考にしてほ
しい。下に掲載した４回分も含め過去の放送を再
生できるウェブサイトもある（URL は左記）。

空調設備を全面改修した「心の会福祉館」。
写真上は施設の外観。下は天井に新しい吹き
出し口を設置した１階レクリエーションルーム。

の
全
体
の
請
求
額
に
、
検
針
で

算
出
し
た
当
月
分
の
使
用
量
の

割
合
を
か
け
て
各
テ
ナ
ン
ト
の

電
気
料
金
を
出
し
て
い
た
。

　
「
そ
れ
が
正
し
い
計
算
方
法

な
の
か
不
安
に
思
っ
て
い
ま
し

た
。
テ
ナ
ン
ト
さ
ん
に
は
、
自

分
で
検
針
し
た
使
用
量
や
計
算

式
も
開
示
し
て
い
た
の
で
、
特

に
問
題
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
内
心
で
は
ず
っ
と

気
が
か
り
で
し
た
」
と
い
う
川

上
さ
ん
。

　

だ
が
エ
コ
テ
ナ
ン
ト
の
導
入

で
、
自
動
検
針
に
よ
る
明
確
な

料
金
算
出
が
な
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
検
針
か
ら
請
求
、
入

金
の
管
理
に
至
る
一
連
の
作
業

は
日
本
テ
ク
ノ
に
代
行
さ
れ
、

か
つ
て
の
手
間
や
心
労
か
ら
解

放
さ
れ
て
い
る
。

　

資
金
面
で
の
や
り
繰
り
の
心

配
も
な
く
な
っ
た
。
電
力
会
社

に
は
ビ
ル
全
体
分
の
料
金
を
先

に
支
払
う
が
、
テ
ナ
ン
ト
か
ら

の
入
金
は
翌
月
な
ど
の
後
日
。

そ
の
タ
イ
ム
ラ
グ
も
考
慮
し
て

お
く
必
要
が
あ
っ
た
。
特
に
電

気
の
使
用
量
が
増
え
る
夏
場
は

気
を
抜
け
な
い
。
そ
ん
な
心
配

事
も
、
今
は
も
う
過
去
の
こ

と
。「
本
当
に
助
か
っ
て
い
ま

す
」
と
川
上
さ
ん
は
笑
顔
を
向

け
た
。

省エネ設備導入事例省エネ設備導入事例
　
「
打
て
ば
響
く
よ
う
な
対
応

の
よ
さ
で
し
た
」
と
話
す
の
は

社
会
福
祉
法
人 

心
の
会
・
庶

務
主
任
の
惣
田
由
美
さ
ん
。
２

０
１
５
年
秋
に
、
運
営
す
る
施

設
「
心
の
会
福
祉
館
」
の
空
調

設
備
を
全
面
改
修
し
た
。
そ
の

工
事
を
統
括
し
た
営
業
窓
口
の

日
本
テ
ク
ノ
エ
ン
ジ
に
対
す
る

感
想
だ
。「
疑
問
点
や
要
望
に

す
ぐ
応
え
て
く
れ
、
メ
ー
カ
ー

の
ダ
イ
キ
ン
さ
ん
と
し
っ
か
り

連
携
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
、
安

心
で
き
た
ん
で
す
」
と
言
う
。

お
客
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
第
一

に
考
え
、
年
末
年
始
の
休
業
以

外
、
年
間
３
６
０
日
運
営
さ
れ

る
施
設
で
、
ど
の
よ
う
に
工
事

を
実
施
す
る
か
、
綿
密
な
打
ち

合
わ
せ
を
進
め
た
。

　

工
事
の
規
模
は
大
き
く
、
受

電
の
大
本
で
あ
る
キ
ュ
ー
ビ
ク

ル
の
交
換
も
伴
う
。
通
常
の
作

業
工
程
な
ら
工
事
の
た
め
の
休

館
が
必
要
に
な
る
。
だ
が
実
際

は
開
館
日
を
１
日
も
損
ね
る
こ

と
な
く
改
修
は
完
了
し
た
。

　

現
場
の
責
任
者
で
あ
る
通
所

介
護
課
課
長
の
馬
賀
清
子
さ
ん

は
「
休
館
日
な
し
に
、
す
べ
て

の
入
れ
替
え
が
で
き
ま
し
た
。

区
画
ご
と
に
時
間
を
区
切
っ
た

工
程
や
夜
間
の
作
業
な
ど
、
よ

く
対
応
し
て
く
れ
た
と
思
い
ま

す
」
と
工
事
の
状
況
を
振
り
返

る
。
工
事
部
隊
の
手
際
の
よ
さ

や
気
配
り
も
好
評
で
、
ほ
か
の

施
設
ス
タ
ッ
フ
か
ら
も
「
工
事

の
雰
囲
気
が
明
る
い
ん
で
す
」

と
い
う
声
が
聞
こ
え
た
。

　
「
心
の
会
福
祉
館
」
の
１
階

は
１
日
50
名
を
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

で
受
け
入
れ
る
在
宅
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
さ
く
ら
の
里
」、
２
階

は
障
が
い
者
の
自
立
生
活
支
援

を
行
う
「
あ
す
な
ろ
学
苑
」。

こ
の
施
設
の
改
修
前
の
空
調
は

灯
油
エ
ン
ジ
ン
で
稼
働
す
る
設

備
だ
っ
た
。設
置
か
ら
約
17
年
。

経
年
に
よ
る
劣
化
に
加
え
、
５

０
０
㍑
の
タ
ン
ク
に
、
冬
場
は

１
日
お
き
に
燃
料
を
補
給
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
管
理

面
も
負
担
だ
っ
た
。
そ
れ
が
電

気
の
空
調
シ
ス
テ
ム
に
な
り
、

燃
料
切
れ
の
不
安
も
解
消
。
タ

ン
ク
の
あ
っ
た
場
所
は
、
今
後

倉
庫
と
し
て
有
効
活
用
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。
以
前
は
フ
ロ

ア
の
上
下
で
暖
房
と
冷
房
の
切

り
替
え
が
で
き
な
か
っ
た
が
、

現
在
は
細
か
な
温
度
調
節
も
可

能
に
な
っ
た
。

　

省
エ
ネ
型
の
新
し
い
空
調
を

備
え
た
施
設
は
、
利
用
者
の
笑

顔
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。

技術者をたずねて技術者をたずねて企業と電気をつなぐ日本テクノ協力会・日電協 大阪01グループ ◎ 西森健一さん

岩倉印刷紙業 株式会社 郡山工場の工場
長・松尾和彦さん（左）と。

事故に限らず、どんな課題にも常に迅速な対応を心掛ける 

各
フ
ロ
ア
の
店

舗
内
に
あ
る
子

メ
ー
タ
ー
を
検

針
す
る
。
記
録

し
た
数
値
か
ら

増
加
量
を
計
算

し
て
当
月
分
の

使
用
量
を
求
め

る
。
こ
の
と
き

に
は
電
力
会
社

か
ら
ビ
ル
全
体

の
電
気
料
金
の

請
求
が
届
い
て

い
る
の
で
、
そ

信頼関係の構築が電気設備の安全を保つ

郡
山
工
場
の
工
場
長
・
松
尾
和

彦
さ
ん
も
そ
の
対
応
力
に
魅
せ

ら
れ
た
一
人
。「
的
確
な
指
摘
と

計
画
的
な
改
修
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
提
案
な
ど
、
仕
事
ぶ
り
は
確

か
な
も
の
で
す
。
そ
の
評
価
を

さ
ら
に
高
め
た
の
が
、
電
気
設

備
の
事
故
対
応
で
し
た
」。

　

同
社
で
は
２
０
１
５
年
９
月
、

深
夜
２
時
に
停
電
事
故
が
あ
っ

た
。
稼
働
中
の
印
刷
機
は
停
止
。

ち
ょ
う
ど
冷
蔵
食
品
の
パ
ッ
ケ

ー
ジ
を
製
造
し
て
い
た
と
き
で
、

納
品
が
遅
れ
る
と
出
荷
が
で
き

ず
、
甚
大
な
被
害
へ
拡
大
す
る

お
そ
れ
が
あ
っ
た
。

　
「
西
森
さ
ん
は
そ
う
し
た
事
情

も
把
握
し
て
い
る
の
で
、
す
ぐ

に
飛
ん
で
来
て
く
れ
た
。
工
事

業
者
と
の
間
に
入
っ
て
調
整
を

進
め
、
そ
の
日
の
昼
に
は
無
事

に
復
旧
で
き
た
ん
で
す
。
お
陰

で
納
品
が
遅
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
電
気
設
備
を

安
全
に
保
つ
こ
と
の
重
要
性
を

学
び
、
同
時
に
西
森
さ
ん
の
存

在
の
大
き
さ
も
実
感
し
ま
し
た
」

と
松
尾
さ
ん
は
言
う
。

　

こ
れ
に
対
し
西
森
さ
ん
は
、

「
迅
速
な
復
旧
に
備
え
、
い
か
に

協
力
体
制
を
築
い
て
お
く
か
が

重
要
で
す
。
日
頃
か
ら
点
検
結

果
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る

の
も
そ
の
一
つ
。
お
客
様
の
利

益
と
自
分
の
存
在
意
義
を
常
に

考
え
て
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
」

と
笑
顔
を
み
せ
た
。

　

今
回
た
ず
ね
た
の
は
、
日
本

テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電
協
の
大

阪
01
グ
ル
ー
プ
に
所
属
し
、
主

に
奈
良
の
事
業
場
を
担
当
す
る

西
森
健
一
さ
ん
。

　

電
気
系
の
高
校
を
卒
表
後
、

当
時
の
国
鉄
に
就
職
し
た
。
電

力
系
統
の
技
術
者
と
し
て
、
新

幹
線
配
電
所
設
備
な
ど
の
管
理

業
務
を
担
当
し
た
。
だ
が
、
も

と
も
と
独
立
志
向
が
強
か
っ
た

西
森
さ
ん
。
自
ら
事
業
を
起
こ

し
た
い
と
考
え
、
民
営
化
を
機

に
29
歳
の
と
き
に
退
職
。
日
本

で
の
活
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ア

メ
リ
カ
で
の
カ
ラ
オ
ケ
事
業
の

拡
大
に
も
携
わ
っ
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
の
経
験
を

生
か
し
つ
つ
、
か
つ
て
身
に
つ

け
た
技
術
を
も
う
一
度
役
立
て

た
い
と
、
日
電
協
に
入
会
し
た

の
は
２
０
０
２
年
７
月
、
44
歳

の
と
き
。
豊
か
な
人
生
経
験
を

背
景
に
し
た
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
定
評
が
あ
る
。

「
お
客
様
の
事
業
活
動
を
最
優
先

に
考
え
、
事
故
に
限
ら
ず
、
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
い
た
課
題
に

は
迅
速
な
対
応
を
心
掛
け
て
い

ま
す
。
そ
う
や
っ
て
信
頼
関
係

を
築
く
こ
と
で
業
務
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
え
、
最

も
大
切
な
安
全
の

維
持
に
も
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
ま

す
」。

　

西
森
さ
ん
が
担
当

す
る
岩
倉
印
刷
紙
業 

株
式
会
社 

http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20150701.html
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20150729.html
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20150916.html
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20160511.html
http://www.nt-e.jp/eac/
http://www.eco-tenant.jp/
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20kW

店
舗
運
営
を
優
先
し
た

省
エ
ネ
活
動
で
も

工
夫
次
第
で
大
き
な
効
果

削
減

契約
電力

28.9%削
減

電　力
使用量

　

埼
玉
県
戸
田
市
に
店
舗
を

構
え
る
「
Ｐ
Ｘ 

Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ａ

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
」
は
、
衣
類
や

ス
ニ
ー
カ
ー
、
中
古
バ
イ
ク

な
ど
が
揃
う
リ
サ
イ
ク
ル
シ

ョ
ッ
プ
。
経
営
母
体
は
有
限

会
社 

ピ
ー
エ
ッ
ク
ス
吉
祥

寺
。
店
舗
と
自
社
サ
イ
ト
を

運
営
し
、
個
人
が
所
有
す
る

商
品
の
委
託
販
売
を
行
う
。

２
階
建
て
の
店
内
に
は
、
日

本
全
国
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ア

イ
テ
ム
が
集
ま
り
、
取
扱
商

品
は
１
万
点
を
超
え
る
。

　

２
０
１
０
年
８
月
、
店
舗

移
転
を
き
っ
か
け
に
Ｅ
Ｒ
Ｉ

Ａ
を
導
入
。
省
エ
ネ
活
動
を

本
格
的
に
開
始
し
た
の
は
東

日
本
大
震
災
に
よ
る
電
力
不

足
が
深
刻
化
し
て
か
ら
だ
。

　

だ
が
、
優
先
す
る
の
は
あ

く
ま
で
も
店
舗
運
営
。
例
え

ば
、
吹
き
抜
け
階
段
に
あ
っ

た
水
銀
灯
を
、
商
品
を
直
接

照
ら
す
ス
ポ
ッ
ト
照
明
に
設

備
改
善
し
た
と
き
も
、「
省

エ
ネ
の
対
策
で
は
あ
り
ま
す

が
、
店
内
の
演
出
も
考
慮
し

ま
し
た
。
壁
の
商
品
を
目
立

た
せ
る
こ
と
で
、
お
客
様
に

注
目
し
て
い
た
だ
き
た
か
っ

た
」
と
同
店
の
明
地
真
樹
さ

ん
は
言
う
。
照
明
の
入
れ
替

え
後
は
、
商
品
の
回
転
が
よ

く
な
り
、
売
上
向
上
に
も
つ

な
が
っ
た
。

　

外
看
板
の
照
明
は
タ
イ
マ

ー
で
必
要
な
時
間
帯
の
み
点

灯
す
る
。「
暗
く
な
っ
て
か

ら
で
は
遅
い
。
暗
く
な
っ
て

く
る
か
な
、
と
い
う
タ
イ
ミ

ン
グ
で
つ
け
る
よ
う
、
あ
く

ま
で
も
店
舗
運
営
を
優
先
し

た
時
間
設
定
を
心
掛
け
て
い

ま
す
」。
ほ
か
に
も
、
店
内

の
照
明
や
、
通
り
に
面
し
た

店
頭
の
照
明
は
、
夕
方
に
な

っ
て
か
ら
つ
け
る
こ
と
を
ル

ー
ル
化
。
天
候
に
合
わ
せ
て

早
め
に
つ
け
る
こ
と
も
あ
る

が
、
現
場
の
ス
タ
ッ
フ
一
人

ひ
と
り
が
判
断
し
て
い
る
。

　

昨
夏
に
は
、
店
内
の
一
部

の
空
調
を
省
エ
ネ
タ
イ
プ
に

入
れ
替
え
た
。
空
調
は
、
入

口
付
近
を
中
心
に
稼
働
さ

せ
、
夏
場
は
扇
風
機
も
併
用

し
て
店
内
の
空
気
を
循
環
さ

せ
る
。
そ
う
し
た
工
夫
に
よ

り
、
店
舗
運
営
を
第
一
に
考

え
た
省
エ
ネ
活
動
を
実
現
さ

せ
て
い
る
。　

埼玉県戸田市笹目1-36-3
TEL 048（449）7004
URL　http://www.px-megastore.com/
設立 ● 1995年９月
従業員数 ● 16名
事業内容 ● リサイクルショップ・サイト運営

有
限
会
社 

ピ
ー
エ
ッ
ク
ス
吉
祥
寺  

Ｐ
Ｘ 

Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｅ

有限会社 ピーエックス吉祥寺　PX MEGASTORE

（2014年 2015年） （2012年 2016年）

　

長
野
県
上
田
市
に
あ
る
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
併

設
し
た
住
宅
型
有
料
老
人
ホ

ー
ム
「
ソ
レ
イ
ユ
暖
暖
」。

信
州
の
鎌
倉
と
呼
ば
れ
る
歴

史
と
自
然
あ
ふ
れ
る
塩
田
平

に
２
０
１
１
年
４
月
に
設
立

さ
れ
た
。
24
時
間
、
介
護
士

と
看
護
師
が
利
用
者
に
寄
り

添
う
。
隣
接
の
病
院
と
の
医

療
提
携
も
結
ん
で
い
る
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
と
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
の
導
入
は
２
０

１
３
年
７
月
。
そ
の
数
カ
月

前
に
最
大
デ
マ
ン
ド
が
上
が

り
、
対
策
の
必
要
に
迫
ら
れ

た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　

ま
ず
、
つ
け
っ
ぱ
な
し
だ

っ
た
空
調
の
稼
働
ル
ー
ル
を

決
め
た
。
夕
食
終
了
後
は
共

有
部
分
で
あ
る
食
堂
と
廊
下

の
空
調
を
切
る
。
朝
は
同
時

に
起
動
せ
ず
、
最
初
は
４
時

に
デ
イ
ル
ー
ム
を
低
め
の
設

定
温
度
で
入
れ
、
30
分
後
に

食
堂
、
そ
の
30
分
後
に
廊
下

と
、
順
番
に
つ
け
て
い
く
。

こ
の
手
順
が
必
要
な
理
由
を

ス
タ
ッ
フ
に
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
、
電
気
料
金
の
仕
組

み
や
デ
マ
ン
ド
制
に
つ
い
て

の
レ
ク
チ
ャ
ー
も
し
た
。

　

厨
房
に
あ
る
機
器
の
運
用

ル
ー
ル
も
決
め
た
。
消
毒
用

食
器
乾
燥
機
と
食
器
洗
浄
機

だ
。
稼
働
が
重
な
る
時
間
を

少
な
く
す
る
た
め
、
乾
燥
機

の
運
転
は
６
時
か
ら
、
洗
浄

機
は
７
時
か
ら
に
し
た
。

　

こ
の
空
調
と
厨
房
設
備
の

対
策
は
デ
マ
ン
ド
値
の
低
減

に
大
き
な
効
果
を
上
げ
、
65

㌔
㍗
だ
っ
た
契
約
電
力
は
44

㌔
㍗
に
ま
で
下
が
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
各
部
屋
の
電
気

に
つ
い
て
は
一
切
関
与
し
て

い
な
い
。
利
用
者
の
意
思
を

尊
重
し
て
い
る
か
ら
だ
。

　

省
エ
ネ
活
動
の
推
進
役
で

あ
る
主
任
の
中
山
真
一
さ
ん

は
「
共
用
部
分
の
み
の
対
応

で
こ
こ
ま
で
下
が
る
と
は
思

っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
驚
き

を
み
せ
る
。
今
後
は
全
ス
タ

ッ
フ
に
浸
透
し
た
省
エ
ネ
意

識
を
維
持
し
続
け
て
い
く
。

個
室
で
の
制
限
は
一
切
な
し

「
共
用
部
分
の
み
で
こ
こ
ま
で

下
が
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
」

長野県上田市中野 418-1
TEL　0268（39）7715
URL　http://www.shomezon.jp/dandan/
設立 ● 2011年4月
従業員数 ● 20名
事業内容 ● 老人ホーム、デイサービス

株式会社 ショーメゾン　ソレイユ暖暖

株
式
会
社 

シ
ョ
ー
メ
ゾ
ン　

ソ
レ
イ
ユ
暖
暖

21kW18 kW

15 kW

削
減

削
減

削
減

契約
電力

契約
電力

契約
電力

6.2%

10.0%

7.5% 削
減

削
減

削
減

電　力
使用量

電　力
使用量

電　力
使用量

（2013年 2014年）（2013年 2015年）

（2013年 2014年）

異
な
る
立
場
や
視
点
か
ら

数
々
の
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
る

省
エ
ネ
は
委
員
会
活
動
で

　

大
阪
府
大
阪
市
の
能
勢
鋼

材 

株
式
会
社
は
、
ス
テ
ン

レ
ス
材
を
中
心
と
し
た
鋼
材

を
扱
う
企
業
。「
日
本
の
も

の
創
り
を
ス
テ
ン
レ
ス
・
高

機
能
材
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
」

を
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
、

小
ロ
ッ
ト
・
多
品
種
・
短
納

期
を
強
み
に
、
取
引
先
と
の

信
頼
関
係
を
築
い
て
き
た
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
と
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
を
活
用
し
な
が

ら
行
う
省
エ
ネ
活
動
は
、
社

内
に
つ
く
ら
れ
た
「
業
績
ア

ッ
プ
委
員
会
」
が
中
心
に
な

っ
て
進
め
る
。
メ
ン
バ
ー
の

一
人
、
総
務
課
の
森
川
貴
文

さ
ん
は
、「
今
で
は
部
署
も

役
職
も
関
係
な
く
〝
時
計
の

色
が
黄
色
に
な
っ
た
の
で
エ

ア
コ
ン
を
消
し
ま
し
た
よ
〞

な
ど
声
を
か
け
ら
れ
る
よ
う

　

さ
ら
に
社
内
の
「
整
理
・

整
頓
・
清
掃
」
を
担
当
す
る

３
Ｓ
委
員
会
も
活
動
を
後
押

し
。
照
明
の
配
置
を
把
握
し

不
要
な
箇
所
を
す
ぐ
消
せ
る

よ
う
に
す
る
た
め
の
エ
リ
ア

マ
ッ
プ
や
、
パ
ソ
コ
ン
の
デ

ィ
ス
プ
レ
イ
を
オ
フ
に
し
た

と
き
立
て
掛
け
る「
節
電
中
」

の
札
な
ど
を
作
成
し
、
取
り

組
み
に
役
立
て
る
。

　

複
数
の
委
員
会
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
と
視
点
で
省
エ

ネ
案
を
考
え
る
。
そ
れ
が
多

数
の
ア
イ
デ
ア
の
提
案
・
実

行
を
生
み
、
活
動
の
活
性
化

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

大阪府大阪市旭区高殿1-2-25
TEL　06（6922）7631
URL　http://www.nose-sus.co.jp/
創業 ● 1966年6月
従業員数 ● 84名
事業内容 ● ステンレス鋼材加工および卸売

能勢鋼材 株式会社

8 kW
削
減

契約
電力

能
勢
鋼
材 

株
式
会
社

11.4% 削
減

電　力
使用量

に
な
り
ま
し
た
」
と
、
活
動

の
浸
透
ぶ
り
を
話
す
。

　

委
員
会
で
決
め
た
対
策

は
、空
調
を
夏
は
26
〜
28
℃
、

冬
は
20
〜
23
℃
と
決
め
、
天

候
や
気
温
の
変
化
に
合
わ
せ

調
整
す
る
と
い
う
ル
ー
ル
。

照
明
に
ス
イ
ッ
チ
紐
を
つ
け

各
人
の
動
き
に
合
わ
せ
て
点

灯
・
消
灯
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
活
動
。
昼
休
み
の
各
種

機
器
の
電
源
オ
フ
。
冬
場
の

作
業
場
内
の
温
度
低
下
を
防

ぐ
た
め
に
、
搬
入
出
の
少
な

い
時
間
帯
は
入
口
の
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
小
ま
め
に
降
ろ
す
取

り
組
み
│
│
な
ど
多
数
。

（2013年1～12月 2014年1～12月）

（2013年6月～翌年5月 2014年6月～翌年5月）

（2013年11月～翌年10月 2014年11月～翌年10月）

（2013年8月～翌年7月 2014年8月～翌年7月）

（2013年 2015年）

繁
忙
時
の
品
出
し
禁
止
。

思
い
切
っ
た
取
り
組
み
で

広
が
っ
た
相
乗
効
果長崎県長崎市古賀町 878

TEL　095（839）6688
URL　http://sancyoku.in/
開設 ● 1948年
従業員数 ● 35名
事業内容 ● スーパーマーケット

合名会社 松本正勝商店・株式会社 マツモト　「まつもと」

合
名
会
社 

松
本
正
勝
商
店
・
株
式
会
社 

マ
ツ
モ
ト　
「
ま
つ
も
と
」

た
い
の
が
冷
蔵
庫
か
ら
の
品

出
し
ル
ー
ル
の
徹
底
だ
。

　

１
日
の
電
力
ピ
ー
ク
は
11

〜
14
時
。
ち
ょ
う
ど
同
店
の

繁
忙
時
間
帯
。
特
に
夏
は
利

用
客
の
出
入
り
が
多
く
、
入

口
の
開
閉
時
間
が
長
く
な
り

空
調
の
負
荷
も
か
か
る
。
温

度
調
節
な
ど
で
の
空
調
管
理

も
限
界
だ
っ
た
。

　

松
本
さ
ん
は
こ
の
時
間
帯

が
商
品
の
動
く
と
き
で
も
あ

る
こ
と
に
気
づ
く
。
２
台
の

冷
蔵
庫
か
ら
頻
繁
に
青
果
が

品
出
し
さ
れ
る
た
め
、
扉
の

開
閉
が
多
く
な
り
、
電
力
負

荷
が
高
く
な
る
。
そ
こ
で
思

い
切
っ
て
こ
の
時
間
帯
の
品

出
し
を
禁
止
し
、
冷
蔵
庫
に

鍵
を
か
け
た
。
鍵
は
事
務
所

に
置
き
気
軽
に
解
除
が
で
き

な
い
よ
う
に
し
た
。
そ
れ
ま

で
は
、
そ
の
時
間
帯
だ
け
で

20
〜
30
回
の
品
出
し
を
し
て

い
た
。
そ
れ
を
ゼ
ロ
に
。

　

当
初
は
か
な
り
の
戸
惑
い

が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
も
徐
々

に
解
消
さ
れ
、
や
が
て
多
様

 

長
崎
県
長
崎
市
に
あ
る
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
ま
つ

も
と
」。
経
営
理
念
は
「
お

客
様
を
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
る
人

創
り
、
店
創
り
を
目
指
し
て

感
動
を
提
供
す
る
」
こ
と
。

代
表
の
松
本
一
孝
さ
ん
は
自

ら
の
役
職
名
を
「
代
表
取
締

〝
ま
ら
れ
〞
役
」
と
言
う
。

店
の
主
役
は
あ
く
ま
で
従
業

員
と
考
え
て
い
る
か
ら
だ
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
導
入
以
来
、
活

動
の
役
割
分
担
、
製
氷
機
の

運
用
改
善
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
採
用

な
ど
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
省

エ
ネ
活
動
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
そ
の
中
で
特
に
注
目
し

な
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
る
。

時
間
内
で
品
出
し
が
終
わ
る

よ
う
段
取
り
を
組
む
こ
と
で

の
作
業
効
率
ア
ッ
プ
、
来
客

ピ
ー
ク
時
に
売
場
に
出
ら
れ

る
こ
と
で
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
、
限
ら
れ
た
時
間
で
作
業

を
こ
な
す
た
め
従
業
員
同
士

が
協
力
し
合
う
な
ど
、
省
エ

ネ
だ
け
で
な
い
成
果
が
あ
ち

こ
ち
に
現
れ
て
い
る
。

「
ま
つ
も
と
」
の
店
内
。

長
庄
水
産
の
外
観
。

代表の松本一孝さん。

代表取締役の長澤健司さん。

　

静
岡
県
沼
津
市
に
あ
る
長

庄
水
産 

株
式
会
社
。
希
少

価
値
の
あ
る
対
馬
産
の
あ
じ

を
は
じ
め
、
カ
マ
ス
や
え
ぼ

鯛
な
ど
の
干
物
を
製
造
。
あ

じ
は
１
日
１
万
尾
以
上
を
、

職
人
の
手
で
加
工
す
る
。

　

省
エ
ネ
活
動
は
、
電
力
使

用
量
の
多
い
５
つ
の
設
備
に

着
目
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
ず
最
も
消
費
電
力
が

高
い
急
速
冷
凍
庫
（
マ
イ
ナ

ス
50
℃
）。
続
い
て
製
品
保

管
庫
（
同
40
℃
）
に
、
原
料

保
管
庫
（
同
35
℃
）。
そ
し

て
加
工
作
業
に
必
要
な
乾
燥

機
と
包
装
機
だ
。
５
つ
の
設

備
の
稼
働
が
重
な
る
と
デ
マ

ン
ド
ピ
ー
ク
を
押
し
上
げ
て

し
ま
う
。
特
に
複
数
機
の
同

時
起
動
は
避
け
た
い
。

　

代
表
取
締
役
の
長
澤
健
司

さ
ん
は
、
こ
れ
に
対
処
す
る

た
め
、
デ
マ
ン
ド
閲
覧
サ
ー

ビ
ス
で
確
認
で
き
る
電
力
使

用
量
グ
ラ
フ
を
徹
底
的
に
分

析
し
た
。
グ
ラ
フ
の
変
動
と

加
工
場
の
営
業
時
間
や
作
業

工
程
と
を
照
ら
し
合
わ
せ
、

最
適
な
運
用
方
法
を
探
す
。

そ
う
し
て
見
出
し
た
の
が
、

保
管
庫
の
電
源
を
、
タ
イ
マ

ー
設
定
に
よ
り
細
か
く
入
り

切
り
す
る
方
法
だ
。

　

急
速
冷
凍
庫
は
作
業
中
の

停
止
が
で
き
な
い
た
め
、
こ

れ
が
起
動
す
る
朝
の
８
時
30

分
に
は
、
製
品
保
管
庫
を
一

旦
停
止
。
急
速
冷
凍
庫
と
並

行
し
て
稼
働
し
て
い
た
原
料

保
管
庫
を
停
止
さ
せ
て
も
よ

い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
一
旦
停

止
し
て
い
た
製
品
保
管
庫
の

電
源
を
入
れ
る
。
そ
の
前
に

も
乾
燥
機
と
包
装
機
の
起
動

時
に
原
料
保
管
庫
を
一
旦
停

止
…
…
。
そ
ん
な
数
々
の
設

定
を
タ
イ
マ
ー
に
施
し
た
。

　

状
況
を
見
極
め
る
判
断
力

と
手
間
を
惜
し
ま
ぬ
気
持
ち

が
必
要
と
思
わ
れ
る
作
業
だ

が
、長
澤
さ
ん
は
言
う
。「
グ

ラ
フ
で
使
用
傾
向
さ
え
把
握

で
き
れ
ば
、
あ
と
は
簡
単
。

今
月
は
約
25
万
円
削
減
で
き

ま
し
た
よ
」。

電
力
使
用
量
グ
ラ
フ
を

徹
底
的
に
分
析
し

見
出
し
た
運
用
方
法

静岡県沼津市千本中町 28
TEL　055（962）2690
URL　http://www.nagashow.com/
設立 ● 1975年5月
従業員数 ● 20名
事業内容 ● 水産加工品製造・販売

長庄水産 株式会社

長
庄
水
産 

株
式
会
社

主任の中山真一さん。

「
ソ
レ
イ
ユ
暖
暖
」
の
外
観
。

日本テクノの主力商品「SMARTMETER（スマートメーター）ERIA」（以下、ＥＲＩＡ）「ＳＭＡＲＴ ＣＬＯＣＫ
（スマートクロック）」を導入している企業の省エネ活動にスポットを当てる導入事例集。今回は、埼玉、東京、
長野、静岡、大阪、長崎の各地ユーザーの取り組みと、デマンド設定値変更の操作方法を紹介する。

（2013年1～12月 2014年1～12月）

総務課の森川貴文さん。

SMARTMETER ＥＲＩＡ

※「SMARTMETER」「ＳＭＡＲＴ ＣＬＯＣＫ」は日本テクノ（株）の登録商標です。

宝光保育園

能勢鋼材

まつもと

長庄水産

PX MEGASTORE

ソレイユ暖暖

導入事例

25kW
　

東
京
都
西
多
摩
郡
に
あ
る

社
会
福
祉
法
人 

八
晃
会 

宝

光
保
育
園
。
園
舎
北
側
の
宝

光
寺
に
は
里
山
が
あ
り
、
そ

こ
は
園
児
の
格
好
の
遊
び
場

で
、
自
然
と
の
触
れ
合
い
が

豊
か
な
心
を
育
ん
で
い
る
。

　

電
力
ピ
ー
ク
は
、
冬
場
の

朝
方
。
保
育
の
開
始
時
間

に
合
わ
せ
て
空
調
と
床
暖
房

を
稼
働
す
る
と
き
だ
。
Ｅ
Ｒ

Ｉ
Ａ
導
入
後
は
、
そ
れ
ら
暖

房
機
器
の
立
ち
上
げ
時
間
を

ず
ら
す
よ
う
に
し
た
。
園
児

は
７
時
30
分
か
ら
９
時
の
間

に
登
園
す
る
が
、
ま
ず
は
１

階
（
幼
児
）
と
２
階
（
乳
児
）

の
１
室
ず
つ
稼
働
。
登
園
の

人
数
に
応
じ
徐
々
に
暖
め
る

教
室
を
増
や
す
こ
と
で
、
デ

マ
ン
ド
を
抑
制
し
た
。

　

だ
が
注
意
し
て
い
て
も
、 冬

場
の
対
策
で
ピ
ー
ク
抑
制

省
エ
ネ
意
識
を
保
つ
た
め

季
節
ご
と
に
目
標
値
変
更

東京都西多摩郡日の出町平井 3389-1
TEL 042（597）0876
URL　https://sites.google.com/site/hachikokaihoko/
設立 ● 1973年7月
従業員数 ● 40名
事業内容 ● 保育園

社
会
福
祉
法
人 

八
晃
会　

宝
光
保
育
園

特
に
冷
え
込
む
日
や
週
明
け

は
警
報
が
鳴
っ
て
し
ま
う
。

月
曜
日
は
週
末
に
園
内
が
冷

え
切
り
、
普
段
よ
り
多
く
の

暖
房
機
器
を
稼
働
す
る
か
ら

だ
。
そ
ん
な
と
き
省
エ
ネ
活

動
の
推
進
役
で
あ
る
米
田
太

郎
さ
ん
は
、
事
務
所
や
廊
下

の
機
器
を
止
め
た
り
、
内
線

で
各
教
室
に
温
度
調
整
の
依

頼
を
し
た
り
す
る
。し
か
し
、

「
子
ど
も
た
ち
に
寒
い
思
い

は
さ
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。
寒
い

と
感
じ
る
な
ら
つ
け
た
ま
ま

に
す
る
よ
う
職
員
に
徹
底

し
て
い
ま
す
。
無
理
せ
ず
必

要
な
ら
使
う
。
そ
れ
で
デ
マ

削
減

契約
電力

社会福祉法人 八晃会　宝光保育園

9.4% 削
減

電　力
使用量

米田太郎さん

（2012年2月～翌年1月 2015年2月～翌年1月）

この設定をするには……

ン
ド
が
上
が
っ
て
も
仕
方
な

い
」
と
考
え
る
。
そ
の
基
本

的
ポ
リ
シ
ー
も
含
め
、
今
は

職
員
全
体
に
広
く
省
エ
ネ
意

識
が
浸
透
し
て
い
る
。

　

冬
が
過
ぎ
る
と
ピ
ー
ク
電

力
に
は
余
裕
が
出
る
が
、
せ

っ
か
く
築
い
た
職
員
の
省
エ

ネ
意
識
を
低
下
さ
せ
な
い
よ

う
、
季
節
ご
と
に
デ
マ
ン
ド

目
標
値
の
設
定
を
変
更
す

る
。
契
約
電
力
は
最
も
高
い

冬
の
デ
マ
ン
ド
値
が
適
用
さ

れ
、
そ
れ
で
１
年
間
の
基
本

料
金
は
決
ま
る
が
、
意
識
の

定
着
と
電
力
使
用
量
の
削
減

に
は
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

日本テクノのサービスを利用しているお客様へ デマンド
閲覧サービス
活用法

デマンド
閲覧サービス
活用法

　今回は、デマンド目標値の設定を変更する操作の紹介です。変更操作には大き
く分けて２つの方法があります。１つはピークの目標値だけを決めるもの。もう１
つはもっと細かく時間ごとに目標値を設定する方法です。いずれもデマンド閲覧サ
ービスにログイン後、下に示した「デマンド設定値」の画面で操作します。

ＥＲＩＡモニターの使用法をわかりや
すく説明した動画が視聴できます。
日本テクノサイト内に動画一覧ペ
ージがありますので、興味のある
タイトルをクリックして再生します。
URLは下記。または日本テクノのト
ップページ→［会社情報］→［動
画一覧ページはこちら］とたどって
も左のページを表示できます。

❶
❷

❷

この部分を活用すれ
ば過去に目標設定し
たグラフを呼び出し
て再設定できます。

HINT

ONE
UP

❸

昼間や夜間または全時間の一括設定ではな
く、一つの棒グラフ（30 分単位）ごとに
個別に目標設定することも可能です。上の
❶で参考のグラフを表示させたあと、棒グ
ラフの先端をドラッグすれば、目標値を変
更できます。その後は❸の [ 現在グラフ表
示しているデータを送信 ]をクリックして設
定を完了します。

デ
マ
ン
ド
目
標
値
の
設
定
変
更
操
作

よ
り
細
か
な
時
間
ご
と
の
目
標
値
変
更
操
作

❶ [ デマンド設定値 ]をクリックしこの画面を表示します。

❷  [ 設定変更したいピークデマンド目標設定値（kW）] の
入力欄に目標にする数値を入れ、[ 設定したデータの
送信 ]をクリックすれば設定完了です。

❶

❶ 設定の参考にするグラフを表示
させます。ここでは [2015] 年
の [ 夏季 ][ 平日 ]を設定し [ 表
示 ] をクリックして、該当する

日のグラフを表示させています。ほかにデマンドの順位や
気温の指定もできるので目的に合わせて選択しましょう。

❷ 参考にするグラフを表示させ
たら [一括設定 ]にある [ ▲ ]
や [ ▼ ]をクリックして目標を

設定します。設定に応じて赤のグラフが表
示されるので、確認しながら操作します。
右の図は [ 昼間時間 ] で [ ▼ ]（下げる）
をクリックしたときのグラフ表示です。

❸[現在グラフ表示しているデータを送信]をクリックすれば、
設定完了です。

サービスを
利用されて
いない方も

http://www.n-techno.co.jp/company/movie.html

いずれかの
タイトルを
クリックし
て再生

http://www.eria.jp/
http://www.n-techno.co.jp/smartclock/
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企業活性化教育研究所・長尾光雄事務所 長
なが

尾
お

 光
みつ

雄
お

自利利他 じりりた ─ 3 ─
　

比
叡
山
延
暦
寺
で
、
極
限

の
行
と
い
わ
れ
、
途
中
で
の

断
念
は
自
害
だ
と
い
う
究
極

の
掟
が
あ
る
と
い
う
千
日
回

峰
行
。
楽
し
て
意
識
レ
ベ
ル

は
上
が
ら
な
い
。
何
と
し
て

も
自
分
の
意
識
レ
ベ
ル
を
上

げ
る
と
い
う
強
い
思
い
が
あ

る
か
ら
千
日
回
峰
行
に
入
る

の
だ
。
レ
ベ
ル
が
上
が
る
の

に
見
合
う
だ
け
の
苦
し
み
を

体
験
し
て
こ
そ
人
間
は
成
長

す
る
。

　

こ
の
千
日
回
峰
行
を
な
し

終
え
た
光
永
圓
道
師
が
、
師

匠
か
ら
「
大
変
な
の
は
明
日

か
ら
だ
」
と
言
わ
れ
た
そ
う

だ
。
今
ま
で
は
、
自
分
自
身

を
高
め
て
い
く
自
利
行
だ
っ

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
人
様
の

た
め
に
尽
く
す
化
他
行
（
利

他
行
）
が
始
ま
る
の
だ
。

　

人
生
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る

失
敗
の
原
因
は
自
分
の
こ
と

し
か
考
え
な
い
こ
と
に
あ
る

と
心
理
学
の
三
大
巨
頭
の
一

人
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ア
ド

ラ
ー
は
言
っ
て
い
る
。
確
か

に
そ
う
だ
。
人
間
は
誰
し
も

自
分
に
甘
い
。
意
識
レ
ベ
ル

を
上
げ
、
自
分
の
た
め
だ
け

で
な
く
、
人
の
た
め
、
世
の

中
の
た
め
に
役
に
立
つ
こ
と

を
考
え
る
の
は
大
事
な
こ
と

だ
。
相
対
性
理
論
の
ア
ル
バ

ー
ト
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

が
、「
な
ぜ
私
た
ち
は
生
き

て
い
る
の
か
」
と
い
う
問
い

に
「
人
の
役
に
立
つ
た
め
で

す
」と
答
え
た
話
は
有
名
だ
。

　

ま
さ
に
、
私
た
ち
は
誰
か

の
役
に
立
つ
た
め
に
存
在
し

て
い
る
。
企
業
の
世
界
で
も

同
じ
だ
。
お
客
様
の
支
持
が

な
け
れ
ば
、
企
業
の
存
在
理

由
は
な
く
な
る
。
お
客
様
を

だ
ま
す
と
、
い
つ
か
化
け
の

皮
が
剥
が
れ
る
。

　

過
去
２
度
に
わ
た
っ
て
、

組
織
的
な
リ
コ
ー
ル
隠
し
が

明
る
み
に
出
て
、
消
費
者
の

反
発
で
経
営
危
機
に
陥
っ
た

経
験
が
あ
る
三
菱
自
動
車
。

そ
れ
な
の
に
、
ま
た
、
消
費

者
の
信
頼
を
裏
切
る
自
動
車

の
燃
費
デ
ー
タ
改
ざ
ん
の
不

正
が
発
覚
し
た
。
体
質
を
変

え
な
い
限
り
、
同
じ
問
題
は

起
き
る
だ
ろ
う
。

　

だ
が
、
ト
ッ
プ
が
何
と
し

て
も
体
質
を
変
え
る
覚
悟
が

あ
れ
ば
、
体
質
は
変
え
ら
れ

る
。判
断
に
迷
っ
た
と
き
は
、

よ
り
大
き
な
集
団
の
利
益
を

優
先
す
れ
ば
い
い
。
自
分
よ

り
も
会
社
、
会
社
よ
り
も
消

費
者
の
利
益
を
考
え
る
。
そ

の
考
え
が
企
業
人
と
し
て
大

成
す
る
道
で
も
あ
る
。

　

自
利
利
他
だ
。

私
た
ち
は
誰
か
の

役
に
立
つ
た
め
に
存
在
す
る

日
本
の
た
め
に
、
ユ
ー
ザ
ー
の
た
め
に
、
日
本
テ
ク
ノ
が
で
き
る
こ
と

│
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
へ
の
歩
み
を
紹
介
し
ま
す
。

省エネの達人 マグネットタイルプレゼント
正解者の中から抽選で 50 名の方に、日本テクノ特製「省エネの達人 
マグネットタイル」をプレゼントいたします。
ご希望の方はハガキに「クイズの答え」「住所」「氏名」「年齢」「取り
上げてほしいテーマ」「面白かった記事」「つまらなかった記事」を明
記のうえ下記あて先までご郵送ください。また、インターネットのサ
イト「Eco News Web Magazine」からも応募できます。下記 URL にア
クセスして当コーナー応募フォームのリンクをクリックし、画面の指
示に従いご応募ください。なお、発表は賞品の発送をもって代えさせ
ていただきます。締め切りは 2016 年 9 月 23 日（金）必着。
※日本テクノ（株）の個人情報保護方針【http://www.n-techno.co.jp/privacy.html】

―――――――――― ＜あて先＞ ――――――――――
〒 163-0651 東京都新宿区西新宿 1-25-1 新宿センタービル 51 階

日本テクノ株式会社「環境市場新聞プレゼント」係
【Eco News Web Magazine】http://econews.jp/ ※ 内容に関しては、細心の注意を払っていますが、転載利用など運用の際の責任は

小紙では負いかねます。自己責任のもとでご活用ください。

　

環
境
問
題
に
関
す
る
知
識
レ
ベ
ル
を
、
楽

し
み
な
が
ら
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。

出
題
範
囲
は
本
紙
前
号
（
44
号
）
の
掲
載
記

事
。
会
社
や
学
校
な
ど
で
下
記
の
設
問
を
使

っ
て
、
環
境
常
識
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
の
も
い

い
。
転
載
大
歓
迎
。
環
境
知
識
の
向
上
に
役

立
て
て
ほ
し
い
。〈
答
え
は
４
面
に
掲
載
〉

環境問
題

常識テ
ストテクノユーザー

復興への歩み

●タテのカギ●
②  省エネ手法。運用改善とセ
○○○○ゼン。

③  浜の砂の中に卵を産んで海
に帰ります。ウ○○メ。

④  君は浴衣、ぼくはジ○○○
で花火見物。

⑥  ひんやりトロ～リ。夏はやっ
ぱり、ア○○○リーム。

⑦  電気の本、長く売れてるね。
ロング○○○。

⑨  手早くハシですくって食べ
よう、ナ○○そうめん。

●ヨコのカギ●
①  冬のより大きくて酸っぱい。
ハッサクじゃないよ。

⑤  空腹でも高ようじ。それが
武士の○○ク。

⑥  目隠しして棒を持って、ビ
ーチでス○○割り！

⑦  お盆はクルマが渋滞。キ○○
ラッシュ。

⑧  タバコのポイ捨ては止めま
しょう。

⑩  ○○○ーツーとは、二酸化
炭素のことです。

第四十五回

経営圧迫でも受け入れに悔いなし
あ
の
と
き
の
絆
は
今
も

岩手鴬宿温泉 長栄館と代表取締役社長の照井貴博さん。

おばあちゃんの

知恵袋

　

天
気
予
報
と
に
ら
め
っ
こ
が

続
い
て
い
た
梅
雨
の
季
節
も
、

よ
う
や
く
終
わ
り
そ
う
で
す

ね
。
全
国
平
均
を
み
て
み
る
と

６
月
上
旬
か
ら
７
月
下
旬
ま
で

の
間
、雨
が
降
る
日
は
約
８
割
。

太
陽
の
光
が
降
り
注
ぐ
夏
が
待

ち
遠
し
い
で
す
。

　

し
か
し
、
日
本
の
夏
は
湿
度

が
高
く
、
梅
雨
に
引
き
続
き
湿

気
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
特
に
頭
を
悩
ま
せ
る
の

が
、
湿
気
を
好
む
カ
ビ
。
そ
の

ま
ま
放
置
す
る
と
、
喘
息
な
ど

の
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
や
感
染
症

を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り

河 村 隆 一 の エ コ ス タ デ ィ
実はよく知らないのに、今さら聞くのも恥ずかしい……そん
な言葉を、環境活動家としても知られる河村隆一さんが調べ、
やさしく答えるこのコーナー。今回は、地球上からいなくなっ
てしまう可能性が大きい生き物について。

日本の夏はカビ対策で快適に

まだ熟して
いない固い

キウイは、
りん

ごの皮と一
緒に袋に入

れておくと
柔

らかくなり
ます。縦に

指で押して
、少

しへこむく
らいが食べ

頃です。

＠すわいす
わいさん

今回はこん
な知恵を提

供していた
だきました！

　

岩
手
鴬
宿
温
泉 

長
栄
館

は
、
日
本
で
も
数
少
な
い
１

０
０
％
源
泉
か
け
流
し
温
泉

を
満
喫
で
き
る
宿
。
同
館
の

代
表
取
締
役
社
長
・
照
井
貴

博
さ
ん
は
20
歳
で
現
職
に
就

い
た
。
大
学
生
の
と
き
父
で

あ
る
社
長
が
亡
く
な
り
役
職

を
引
き
継
い
だ
。
会
長
で
あ

る
祖
父
か
ら
、
銀
行
印
、
実

印
、通
帳
を
す
べ
て
渡
さ
れ
、

好
き
に
や
り
な
さ
い
と
言
わ

れ
た
。
東
日
本
大
震
災
は
そ

の
４
年
後
だ
っ
た
。

　

激
し
い
揺
れ
に
続
く
停

電
。
利
用
客
に
は
全
員
ロ
ビ

ー
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
安
全

を
確
認
し
た
。
こ
の
と
き
照

井
さ
ん
の
頭
に
ま
ず
浮
か
ん

だ
の
は
「
今
日
の
夕
食
は
提

供
で
き
る
か
」
だ
っ
た
と
い

う
。
幸
い
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
が

使
え
、
通
常
よ
り
は
簡
素
だ

が
食
事
は
出
せ
た
。

　

翌
々
日
３
月
13
日
の
朝
、

ほ
と
ん
ど
の
利
用
客
が
帰
っ

た
あ
と
、
照
井
さ
ん
は
津
波

被
害
が
心
配
な
沿
岸
部
に
車

を
走
ら
せ
た
。
同
行
し
た
の

は
そ
こ
に
家
族
が
い
る
従
業

員
た
ち
。「
見
つ
け
た
ら
、

つ
れ
て
戻
る
」と
声
を
か
け
、

３
日
間
通
っ
て
２
家
族
を
同

館
に
迎
え
入
れ
た
。

　

そ
れ
と
並
行
し
て
進
め
た

の
が
水
と
食
料
の
調
達
だ
っ

た
。
被
災
者
受
け
入
れ
に
向

け
、
会
長
が
「
米
と
水
を
買

い
集
め
ろ
」
と
号
令
を
か
け

た
か
ら
だ
。
だ
が
高
齢
だ
っ

た
会
長
は
震
災
１
週
間
後
の

18
日
に
他
界
し
て
し
ま
う
。

照
井
さ
ん
は
そ
の
遺
志
を
受

け
動
い
た
。
一
刻
も
早
く
と

考
え
、
調
整
を
進
め
な
が
ら

も
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
を
活
用

し
て
被
災
者
受
け
入
れ
を
表

明
。
３
月
27
日
、
県
内
で
最

初
の
受
け
入
れ
を
始
め
た
。

　

75
部
屋
の
生
活
空
間
を
提

供
す
る
方
針
で
一
部
屋
に
一

家
族
を
迎
え
る
。
従
業
員
も

寮
で
は
な
く
館
内
に
住
み
、

互
い
に
協
力
し
合
う
体
制
を

つ
く
っ
た
。
受
け
入
れ
の
と

き
、
通
常
営
業
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
の
で
は
な
く
協

力
を
求
め
る
こ
と
も
あ
る
と

事
前
に
承
諾
し
て
も
ら
っ

た
。
被
災
者
は
好
き
で
こ
こ

に
来
た
の
で
は
な
い
。
そ
れ

が
わ
か
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ

助
け
合
う
と
い
う
絆
づ
く
り

が
必
要
と
思
っ
た
。
そ
の
意

志
が
通
じ
た
の
だ
ろ
う
、
避

難
生
活
を
通
し
、
従
業
員
と

被
災
者
、
被
災
者
間
の
ト
ラ

ブ
ル
は
一
切
な
か
っ
た
。

　

７
月
末
、
受
け
入
れ
て
い

た
す
べ
て
の
被
災
者
が
、
こ

こ
で
の
避
難
生
活
を
終
え
退

館
し
た
。
別
れ
の
と
き
は
ど

の
家
族
に
も
、
10
㌔
㌘
の
米

と
調
味
料
を
渡
し
て
見
送
っ

た
。「
皆
さ
ん
今
で
は
１
年

に
１
回
は
ご
来
館
さ
れ
ま
す

よ
」
と
照
井
さ
ん
は
ほ
ほ
え

む
。
半
年
近
く
続
い
た
被
災

者
支
援
。
当
然
、
経
営
は
圧

迫
さ
れ
た
。
だ
が
少
し
も
後

悔
は
な
い
。
何
よ
り
も
大
き

な
絆
が
残
っ
て
い
る
。

タ
テ
の
カ
ギ
、
ヨ
コ
の
カ
ギ
を
ヒ
ン
ト
に
マ
ス
を
埋
め
て

い
き
ま
す
。
グ
レ
ー
の
二
重
囲
み
マ
ス
に
入
る
５
文
字
を

組
み
合
わ
せ
環
境
問
題
に
関
連
す
る
言
葉
を
つ
く
り
ま

す
。
そ
の
言
葉
が
解
答
で
す
。
ヒ
ン
ト
は
特
に
夏
場
に
注

意
。
守
っ
て
く
れ
る
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

国連の気候変動枠組み条約第
２１回締約国会議（COP21）
で採択された全加盟国が参加
する取り決めは？

a
b
c
d

コペンハーゲン合意

カンクン合意

パリ協定

京都議定書

Question
1

毎年１月末に地球温暖化や貧
困問題など世界の重要課題を
話し合う「ダボス会議」。これ
を主催する公益財団は？

a
b
c
d

世界経済フォーラム

世界保健機関

国際連合

世界自然保護基金

Question
2

既存の生態系などに悪影響を
及ぼす外来生物。これを規制
するため法律では何という名
称で指定している？

a
b
c
d

絶滅危惧種

特定外来生物

希少野生動植物種

侵略的外来種

Question
3

「リデュース」「リユース」「リ
サイクル」の３つの活動を示
す言葉は？

a
b
c
d

もったいない活動

クリーン作戦

循環型社会形成運動

３Ｒ（スリーアール）

Question
4

⑩

① ② ③ ④

⑨⑧

⑦⑥

⑤

※ くらしに役立つエコな知恵やアイデアを募集しています。ご応募いただいた方の中から抽
選で毎月10名様に、おばあちゃんの特製手ぬぐいをプレゼント！　投稿内容は選考のうえ、
本紙またはウェブサイトにてご紹介させていただきます。応募方法〈はがき〉ご住所とお名前
を明記のうえ、日本テクノ「おばあちゃんの知恵袋」係までお送りください。〈WEB〉上記ウ
ェブサイトにて必要事項を明記のうえ、ご応募ください。

くらしに役立つメルマガ配信中！！
おばあちゃんのエコクッキングレシピやお掃除法、エコグッズのつくり方など、
エコな生活の知恵が盛りだくさんなサイトからメールマガジンを発行していま
す。読者限定のコラムやサイト更新案内など、楽しい雑学や豆知識が満載のメ
ルマガに、ぜひご登録ください。購読のお申し込みは下記のサイトから受け付
けています。

検 索http://econews.jp/idea おばあちゃんの知恵袋　日本テクノ

ま
す
。
水
回
り
を
中
心
に
カ
ビ

の
発
生
を
抑
え
ま
し
ょ
う
。

　

基
本
的
な
予
防
策
は
、
カ
ビ

が
好
む
環
境
を
消
滅
さ
せ
る
こ

と
。
湿
気
や
カ
ビ
の
栄
養
源
に

な
る
汚
れ
を
取
り
除
く
こ
と
で

す
。
ま
ず
は
、
高
温
多
湿
に
な

り
や
す
く
、
汚
れ
も
付
き
や
す

い
キ
ッ
チ
ン
。
シ
ン
ク
、
収
納

棚
、
冷
蔵
庫
な
ど
に
は
塩
素
系

漂
白
剤
に
よ
る
洗
浄
が
有
効
で

す
。
シ
ン
ク
以
外
は
、
洗
剤
を

染
み
込
ま
せ
た
雑
巾
で
拭
い
た

あ
と
、
か
ら
拭
き
で
仕
上
げ
ま

す
。
流
し
の
下
に
設
置
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
多
い
収
納
棚
は
、

小
ま
め
に
扉
を
開
け
て
換
気
。

新
聞
紙
な
ど
を
敷
い
て
か
ら
物

を
収
納
す
れ
ば
湿
気
を
吸
収
し

て
く
れ
ま
す
。
キ
ッ
チ
ン
以
外

の
玄
関
や
浴
室
な
ど
も
、〝
カ

ビ
が
好
む
環
境
を
消
滅
さ
せ
る

こ
と
〞
に
着
目
し
て
取
り
組
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

す
っ
き
り
し
な
い
天
気
だ
か

ら
こ
そ
、
家
の
中
を
清
潔
に
保

ち
、
晴
れ
や
か
な
気
持
ち
で
過

ご
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

このコーナーで取り上げてほしい環境関連の用語を
募集しています。ご応募は日本テクノ「河村隆一の
エコスタディ」係まで。環境用語と連絡先を明記の
うえハガキでご送付ください。ウェブサイト（http://
econews.jp/）からも応募できます。

絶ぜ

つ

滅め

つ

危き

惧ぐ

種し

ゅ

っ
て
何
？

　

こ
ん
に
ち
は
、河
村
隆
一
で
す
。

　

地
球
に
生
命
が
誕
生
し
て
か
ら

お
よ
そ
40
億
年
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
以
来
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の

生
物
が
生
ま
れ
て
は
滅
び
、
現
在

は
数
千
万
種
と
推
測
さ
れ
る
ほ
ど

た
く
さ
ん
の
生
き
物
が
こ
の
星
に

暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

長
い
時
間
の
中
で
数
々
の
生
物

が
絶
滅
し
て
い
っ
た
の
は
確
か
で

す
。
で
も
今
日
で
は
、
そ
の
自
然

の
淘
汰
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な

い
速
度
で
、
生
き
物
が
絶
滅
の
危

機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
１
９
７

５
年
以
前
は
年
間
１
種
類
以
下
だ

っ
た
絶
滅
数
が
、
現
在
で
は
年
間

４
万
種
に
も
な
る
と
い
わ
れ
る
の

で
す
。
こ
の
途
絶
え
て
し
ま
う
お

そ
れ
の
あ
る
生
物
種
の
こ
と
を

「
絶
滅
危
惧
種
」
と
い
い
ま
す
。

　

原
因
は
主
に
人
間
の
活
動
で

す
。
土
地
開
発
や
森
林
伐
採
、
環

境
汚
染
な
ど
で
生
息
域
を
奪
っ
て

し
ま
っ
た
り
、
乱
獲
で
根
絶
や
し

に
し
た
り
、
外
来
種
を
持
ち
込
ん

で
生
態
系
を
壊
す
な
ど
の
行
為

が
、
年
間
４
万
種
の
生
物
を
絶
滅

に
追
い
込
ん
で
い
る
の
で
す
。

　

環
境
省
で
は
、
国
内
で
す
で
に

絶
滅
し
た
種
や
絶
滅
危
惧
種
を
的

確
に
把
握
し
、

社
会
に
広
く
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、「
レ
ッ
ド
リ
ス
ト

（
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
生

物
の
種
の
リ
ス
ト
）」
を
作
成
し
、

公
表
し
て
い
ま
す
。
リ
ス
ト
に

掲
載
さ
れ
た
種
を
詳
し
く
解
説

し
た
「
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
」

と
い
う
書
籍
も
刊
行
し
て
い
ま

す
。
い
ず
れ
も
環
境
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
か
ら
入
手
可
能

な
の
で
、
そ
れ
ら
の
情
報
に
一

度
目
を
通
し
、
私
た
ち
に
で
き

る
こ
と
は
な
い
の
か
、
じ
っ
く

り
考
え
て
み
た
い
で
す
ね
。
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